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2  当発掘調査は細井地区県営農地保全整備事業に伴うものであり、発掘調査から報告書作成
にかけての一切の業務は高城町教育委員会が委託を受け、宮崎県教育委員会の指導

0支援のも
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た。遺物写真の撮影は近沢恒典が行つた。

本書の作成にあたり下記概要報告書を基礎資料とした。
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「高城町文化財調査報告書第3集 。上原遺跡(第 2地点)」
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「高城町文化財調査報告書第10集 0山城第 1遺跡」

調査にあたっては土地所有者並びに細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城
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記録類や出土遺物は高城町教育委員会において保管している。
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A区 11号土坑           A区 12号土坑           A区 13号土坑

A区 14号土坑           A区 15号土坑

図版 10A区 17号土坑           A区 18号土坑           A区 19号土坑

A区 20号土坑           A区 21号土坑           A区 22号土坑

A区 24号土坑           A区 25号土坑

図版 1l A区 26号土坑           A区 27号土坑           A区 28号土坑

A区 29号土坑           A区 30号土坑           A区 31号土坑

A区 32号土坑           A区 33号土坑

図版 12A区 34号土坑           A区 35号土坑           A区 36号土坑

A区 37号土坑           A区 1号溝状遺構         A区 遺物出土状況 1

A区遺物出土状況 2         A区 作業風景

図版 13 上原第 2遺跡B区航空写真 1     上原第 2遺跡B区航空写真 2

図版 14B区 1号土坑遺物出土状況     B区 1号土坑           B区 2号土坑

B区 3号土坑           B区 4号土坑           B区 5号土坑

B区 6号土坑           B区 7号土坑

図版 15B区 8号土坑           B区 9号土坑           B区 11号土坑

B区 12号土坑           B区 15号土坑           B区 16号土坑

B区 1号溝状遺構         B区 2号溝状遺構

図版 16 上原第 2遺跡C区航空写真     C区 1号竪穴住居跡遺物出土状況   C区 1号竪穴住居跡
C区 2号竪穴住居跡遺物出土状況   C区 2号竪穴住居跡

図版 17 上原第 3遺跡A・ B区航空写真    A区 作業風景           A区 1号竪穴住居跡

A区 2号竪穴住居跡遺物出土状況   A区 2号竪穴住居跡

図版 18A区 3号竪穴住居跡遺物出土状況   A区 3号竪穴住居跡        A区 4号竪穴住居跡遺物出土状況

A区 4号竪穴住居跡        A区 2号土坑遺物出土状況     A区 2号土坑
A区 1号土坑           A区 1号掘立柱建物跡

図版 19B区 1号土坑           B区 4号土坑           B区 2号土坑遺物出土状況

B区 2号土坑           B区 3号土坑遺物出土状況     B区 3号土坑
B区 1号溝状遺構         B区 2号溝状遺構

図版 20 上原第 3遺跡C区航空写真     C区 1号土坑           C区 1号竪穴住居跡

C区土層             C区 作業風景

図版 21 上原第 3遺跡D区航空写真     D区 1号土坑           D区 2号土坑

D区 3号土坑           D区 4号土坑

図版 22 山城第 1遺跡第 1次調査A区航空写真 1山城第 1遺跡第 1次調査A区航空写真 2

図版 23A区 1号竪穴住居跡        A区 2号竪穴住居跡 l        A区 2号竪穴住居跡 2・ シラス出土状況
A区 2号竪穴住居跡 3       A区 3号竪穴住居跡遺物出土状況   A区 3号竪穴住居跡
A区 1号土坑            A区 2号土坑



図版 24A区 3号土坑           A区 4号土坑           A区 5号土坑

A区 7号土坑           A区 6号土坑遺物出土状況     A区 6号土坑
A区 8号土坑           A区 9号土坑

図版 25A区 10号土坑           A区 11号土坑           A区 12号土坑

A区 13号土坑           A区 14号土坑           A区 15号土坑

A区 16号土坑遺物出土状況     A区 16号土坑
図版 26A区 17号土坑遺物出土状況     A区 17号土坑           A区 18号土坑

A区 19号土坑           A区 20号土坑           A区 21号土坑

A区 22号土坑           A区 23号土坑

図版 27 山城第 1遺跡第 1次調査B区航空写真 1 山城第 1遺跡第 1次調査B区航空写真 2

図版 28B区 1号竪穴住居跡遺物出土状況   B区 1号竪穴住居跡        A区 全景(東側)

A区全景(西側)          B区 全景(東側)          B区 全景(西側)

A区垂飾出土状況         作業風景

図版 29雁 寺第 2遺跡航空写真       土器出土状況           全景

図版 30 山城第 1遺跡第 2次調査航空写真   1・ 2号竪穴住居跡        3号 竪穴住居跡

4号竪穴住居跡          1号 土坑遺物出土状況

図版 31 1・ 2号土坑           3号 土坑             5号 土坑

1号集石遺構           2号 集石遺構           6号 土坑

5号竪穴住居跡          1号 道路状遺構

図版 32 山城第 1遺跡第 3次調査A区航空写真 1山城第 1遺跡第 3次調査A区航空写真 2

図版 33A区 1号竪穴住居跡        A区 2号竪穴住居跡        A区 3号竪穴住居跡

A区 4号竪穴住居跡        A区 5号竪穴住居跡        A区 6号竪穴住居跡

A区 7号竪穴住居跡        A区 8号竪穴住居跡

図版 34A区 1号土坑           A区 2号土坑           A区 3号土坑遺物出土状況

A区 4号土坑遺物出土状況     A区 5号土坑遺物出土状況     A区 3～ 5号土坑
A区 6号土坑           A区 7号土坑

図版 35A区 1号集石遺構         A区 8号竪穴住居跡        A区 1号土器集積出土状況

A区 2号土器集積出土状況     A区 2号土器集積         A区 1号掘立柱建物rVI

A区 1号道路状遺構        A区 遺物出土状況

図版 36 山城第 1遺跡第 3次調査B区航空写真 B区 1・ 2号竪穴住居跡遺物出土状況 B区 1号竪穴住居跡
B区 2号竪穴住居跡        B区 3号竪穴住居跡

図版 37B区 4号竪穴住居跡遺物出土状況   B区 5号竪穴住居跡        B区 6号竪穴住居跡

B区 7号竪穴住居跡        B区 1号土坑遺物出土状況     B区 8号竪穴住居跡
B区 9号竪穴住居跡        B区 1号掘立柱建物跡

図版 38 山城第 1遺跡第 3次調査C区航空写真 1 山城第 1遺跡第 3次調査C区航空写真 2

図版 39C区 1号竪穴住居跡        C区 2号竪穴住居跡        C区 3号竪穴住居跡

C区 4号竪穴住居跡        C区 5号竪穴住居跡        C区 5～ 9号竪穴住居跡

C区 6号竪穴住居跡        C区 7号竪穴住居跡

図版 40C区 8。 9号竪穴住居跡遺物出土状況 C区 8・ 9号竪穴住居跡      C区 10号竪穴住居跡遺物出土状況

C区 10号竪穴住居跡        C区 11号竪穴住居跡        C区 12号竪穴住居跡

C区 13号竪穴住居跡遺物出土状況   C区 13号竪穴住居跡
図版 41 C区 14号竪穴住居跡        C区 15号竪穴住居跡        C区 16号竪穴住居跡

C区 17号竪穴住居跡遺物出土状況  C区 17号竪穴住居跡        C区 1号土器集積出土状況

C区石刀出土状況          A～ C区全景

図版 42 山城第 1遺跡第 3次調査D区航空写真 D区 1号竪穴住居跡        D区 2～ 5号竪穴住居跡

D区 2号竪穴住居跡        D区 3号竪穴住居跡        D区 4号竪穴住居跡

D区 5号竪穴住居跡

図版 43 山城第 1遺跡第 3次調査E区航空写真 1 山城第 1遺跡第 3次調査E区航空写真 2
図版 44E区 1号竪穴住居跡        E区 2号竪穴住居跡        E区 3号竪穴住居跡

E区 4・ 5号竪穴住居跡      E区 6号竪穴住居跡        E区 7号竪穴住居跡

E区 8号竪穴住居跡        E区 4・ 5。 7～ 10号竪穴住居跡

図版 45E区 9。 10号竪穴住居跡遺物出土状況 E区 9。 10号竪穴住居跡      E区 11号竪穴住居跡

E区 12号竪穴住居跡        E区 13号竪穴住居跡        E区 14号竪穴住居跡

E区 15号竪穴住居跡        E区 16号竪穴住居跡



図版46 E区 17号竪穴住居跡遺物出土状況 l E区 17号竪穴住居跡遺物出土状況 2

E区 1号集石遺構

E区 4号集石遺構

E区 2号集石遺構

E区 5号集石遺構

図版47  上原第 1遺跡A区出土遺物 1

図版48  上原第 1遺跡A区出土遺物 2

図版49  上原第 1遺跡B区出土遺物 1

図版50  上原第 1遺跡B区出土遺物 2

図版51  上原第 1遺跡B区出土遺物 3

図版52  上原第 1遺跡B区出土遺物 4

図版53  上原第 1遺跡B区出土遺物 5

図版54 上原第 1遺跡B区出土遺物 6

図版55  上原第 1遺跡B区出土遺物 7

図版56 上原第 1遺跡B区出土遺物 8

図版57  上原第 1遺跡B区出土遺物 9

図版58  上原第 2遺跡A区出土遺物
図版59 上原第 2遺跡B区出土遺物・上原第 2遺跡C区出土遺物

図版60  上原第 3遺跡A区出土遺物 1

図版61  上原第 3遺跡A区出土遺物 2

図版62  上原第 3遺跡B区出土遺物 。上原第 3遺跡C区出土遺物 。上原第 3遺跡D区出土遺物

図版63  山城第 1遺跡第 1次調査A区出土遺物
図版64  山城第 1遺跡第 1次調査A区・雁寺第 2遺跡出土遺物

図版65  山城第 1遺跡第 2次調査出土遺物 1

図版66  山城第 1遺跡第 2次調査出土遺物 2

図版67  山城第 1遺跡第 3次調査A区出土遺物 1

図版68  山城第 1遺跡第 3次調査A区出土遺物 2

図版69  山城第 1遺跡第 3次調査A区出土遺物 3

図版70  山城第 1遺跡第 3次調査A区出土遺物 4・ 山城第 1遺跡第 3次調査B区出土遺物 1

図版71  山城第 1遺跡第 3次調査B区出土遺物 2

図版72  山城第 1遺跡第 3次調査B区出土遺物 3・ 山城第 1遺跡第 3次調査C区出土遺物 1

図版73  山城第 1遺跡第 3次調査C区出土遺物 2

図版74 山城第 1遺跡第 3次調査C区出土遺物 3

図版75  山城第 1遺跡第 3次調査C区出土遺物 4。 山城第 1遺跡第 3次調査D区出土遺物 1

図版76  山城第 1遺跡第 3次調査D区出土遺物 2

図版77  山城第 1遺跡第 3次調査E区出土遺物 1

図版78  山城第 1遺跡第 3次調査E区出土遺物 2

図版79  山城第 1遺跡第 3次調査E区出土遺物 3

E区 17号竪穴住居跡

E区 3号集石遺構



Ⅲ I議 じめ饉

1 発掘調査に至る経緯
昭和63年、宮崎県北諸県農林振興局により高城町大字有水において細井地区県営農地保全整備事業

が計画された。事業区内には多くの遺跡が分布しており、宮崎県北諸県農林振興局、宮崎県教育庁文

化課、高城町教育委員会社会教育課の三者により遺跡の取扱について協議が進められ、工事計画によ

り遺跡への影響が避けられない地点において発掘調査が実施された。

平成4年度 0上原第 1遺跡 。約8,000ボ 。平成5年度 0上原第2遺跡 0約 7,800ボ。平成6年度 0上原第

3遺跡 。約10,000ぷ。平成7年度 。雁寺第2遺跡 0山城第1遺跡・約5,600だ 。平成12年度 0山城第1遺

跡第2次調査 。第3次調査 。約14,000ぶの調査が実施され、総調査面積は約45,400ボである。

2 翻量の組織
細井地区遺跡群の発掘調査組織は以下のとおりである。

平成4年度(発掘調査)             平成5年度(発掘調査)

調査主体 高城町教育委員会          調査主体 高城町教育委員会
教育長     山下英俊(平成4年 9月 まで)  教育長     新地文雄

新地文雄(平成4年 10月 から) 社会教育課課長 松田俊夫
社会教育課課長 中村真琴(平成4年 7月 まで)  同文化係長   田中孝明

松田俊夫(平成4年 7月 から)  同主事     自谷健一(調査担当)
同課長補佐   大浦義澄(平成4年 7月 から)  調査補助員   押川富代子
同文化係長   田中孝明(平成4年 7月 から)          奥宮靖代

同主事     自谷健一(調査担当)    調査指導
調査支援                     宮崎県文化課埋蔵文化財第二係長 面高哲郎
宮崎県文化課主任主事 菅付和樹(調査担当)  同主査     石川悦雄
調査指導                    同主査     菅付和樹
宮崎県文化課主査 面高哲郎
特別調査員

別府大学教授  賀川光夫

平成6年度(発掘調査)             平成7年度(発掘調査)

調査主体 高城町教育委員会          調査主体 高城町教育委員会
教育長     新地文雄           教育長     新地文雄
社会教育課課長 松田俊夫           社会教育課課長 松田俊夫
同課長補佐   有村修一           同課長補佐   有村修一
同文化係長   田中孝明           同主事     白谷健一(調査担当)
同主事     白谷健一(調査担当)    調査指導
調査補助員   押川富代子          宮崎県文化課主査 石川悦雄

轟木治

調査指導

宮崎県文化課埋蔵文化財第二係長 面高哲郎
同主査     石川悦雄
同主査     菅付和樹
特別調査員

宍戸地質研究所 宍戸章
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平成12年度(発掘調査)

調査主体 高城町教育委員会調査
教育長 新地文雄(平成12年 9月 まで)

内田國昭(平成12年 10月 より)

社会教育課課長 江内谷満義
同課長補佐   田中孝明
同主査     白谷健一(調査担当)
調査指導

宮崎県文化課主査 谷口範典

平成14年度(整理・報告書作成)

調査主体 高城町教育委員会
教育長 内田國昭

社会教育課課長 江内谷満義
中村敏和同課長補佐

肇・    近沢恒典(整理 。報告書担当)同主苺

報告書作成指導

宮崎県文化課主査 飯田博之

平成13年度(整理 0報告書作成)

調査主体 高城町教育委員会
教育長 内田國昭

社会教育課課長 江内谷満義
同課長補佐   中村敏和
同主査 白谷健一(整理・報告書担当)

報告書作成指導

宮崎県文化課主査 飯田博之

平成15年度鮮晨告書作成)

調査主体 高城町教育委員会
教育長 内田國昭

社会教育課課長 江内谷満義
同課長補佐   新地安弘
同文化係長   永峰キヌ子
同主事     近沢恒典(報告書担当)
報告書作成指導

宮崎県文化課主査 飯田博之

3 調査の方法及び経過
細井地区遺跡群の調査対象総面積は45,500ゴ である平成4年 10月 26日 より上原第 1遺跡の調査を開

始、開発状況に応じて調査を進行し、平成13年 2月 23日 に山城第1遺跡の調査を終了した。

調査の方法はいずれの調査も重機で表土を除去した後、入力で遺物包含層掘り下げ、遺構確認、遺

物の採取作業を行い、測量、写真撮影を行った。

上原第 1遺跡においては平成 4年 10月 26日 より平成 5年 3月 31日 にかけて調査が実施され、縄文

時代の竪穴住居跡 8軒、土坑 4基、古墳時代の竪穴住居跡14軒、土坑 1基、中世の掘立柱建物跡10

軒等の出土をみた。

上原第 2遺跡においては平成 5年 12月 8日 より平成 6年 3月 30日 にかけて調査が実施され、縄文

時代の竪穴住居跡 1軒、土坑12基等の出土をみた。

上原第 3遺跡においては平成 6年 9月 1日 より平成 7年 1月 20日 にかけて調査が実施され、縄文時

代の竪穴住居跡 4軒、土坑 9基等の出上をみた。

山城第 1遺跡第 1次調査及び雁寺第 2遺跡においては平成 7年 9月 18日 より平成 8年 2月 10日 に

かけて調査が実施され、縄文時代の竪穴住居跡 3軒、土坑19基等の出土をみた。

山城第 1遺跡第 2次調査においては平成 12年 4月 11日 より6月 30日 にかけて調査が実施され、縄

文時代の竪穴住居跡 4軒、土坑 1基、古墳時代の上坑 1基、古代の竪穴住居跡 1軒等の出土をみた。

山城第 1遺跡第 3次調査においては平成12年 8月 1日 より平成13年 2月 23日 にかけて調査が実施

され、縄文時代の竪穴住居跡52軒、古墳時代の竪穴住居跡 4軒、古代の掘立柱建物跡 2軒等の出土を

みた。
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第 1図 遺跡位置図 (1/100,000)
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4036 高取原遺跡
4041 西原第2遺跡
5005 大久保遺跡
5010 星原第1遺跡
5015 田尾上第2遺跡
5020 後向第1遺跡
5025 西久保第2遺跡
5030 中野第2遺跡
5035 /jヽ I余遺跡

5040 田辺第3遺跡
5061 雁寺第3遺跡
5066 八久保第2遺跡
県指定史跡

4037 本城第1遺跡
5001 小善城址
5006 川内口遺跡
5011 星原第2遺跡
5016 塩水流遺跡
5021 後向第2遺跡
5026 浜ヶ水遺跡
5031 三反田遺跡
5036 久井ヶ野第1遺跡
5041 田辺第4遺跡
5062 雁寺第4遺跡
5067 八久保第3遺跡

4038 本城第2遺跡
5002 小善城遺跡
5007 柿ヶ野遺跡
5012 中尾第1遺跡
5017 木ノ下遺跡
5022 豊広遺跡
5027 大窪第1遺跡
5032 市野々第1遺跡
5037 久井ヶ野第2遺跡
5058 上原遺跡群
5063 山城舞郭遺齢
5068 八久保第4遺跡

4039 香禅寺第2遺跡
5003 蕨野遺跡
5008 /1ヽお業髄彗跡

5013 中尾第2遺跡
5018 辻遺跡
5023 下野遺跡
5028 大窪第2遺跡
5033 市野々第2遺跡
5038 田辺第1遺跡
5059 雁寺第1遺跡
5064 山城第2遺跡

4040 西原第1遺跡
5004 大迫遺跡
5009 長崎遺跡
5014 田尾上第1遺跡
5019 上別府遺跡
5024 西久保第1遺跡
5029 中野第1遺跡
5034 木所遺跡
5039 田辺第2遺跡
5060 雁寺第2遺跡
5065 八久保第1遺跡

注

1-20 高城町古墳群第21号墳
1-19 高城町古墳群第20号墳
町指定文化財

6   石坂碑

1-21 高城町古墳群第22号墳
1-22 高城町古墳群第23号墳

28  香禅寺遺跡

第 2図 周辺遺跡図
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4 ぽ跡の立地 と炊境
細井地区遺跡群は宮崎県北諸県郡高城町大字有水に所在する。

高城町は宮崎県の南西部、鹿児島県との県境である都城盆地の北西部に位置する。町南部は都城盆

地へと広がる平野部であり、北部は鰐塚山地からつらなる山間部となり、都城市、高崎町、山之口町、

三股町、高岡町、野尻町の1市 5町に囲まれ南北に長い町域を形成している。

細井地区遺跡群は上原遺跡群及び雁寺第1遺跡、山城第1遺跡からなり、町域のほぼ中央西端に位置

する。西を大淀チI:、 南を大淀川の支流である有水川、東を有水川の支流である永 lll川、北を大淀り:|の

支流である八久保川に囲まれている。当台地は鰐塚山地から連なる山地の西端から大淀川まで西方に

延びる台地であり、台地縁辺には幾本もの谷が刻まれ、入り組んだ地形を形成する。

上原遺跡群は西を大淀川、南を大淀川の支流である有水川に囲まれた標高約150mの 台地上に立地

する。地形は台地北側が高く南に延びるに従い緩やかに下る。 「町内遺跡分布調査報告」(1998 高

城町教育委員会)において南北約lkmの台地上のほぼ全域が縄文時代 0古墳時代 0中世の遺物散布地

として記録されている。台地の南側には町指定文化財として中世山城の下の城址、須田本城址があり、

南側の台地下には西久保第 1遺跡、第2遺跡、浜ヶ水流遺跡が確認されている。台地西側下の大淀川河

川敷には大窪第1遺跡、第2遺跡、谷を挟み東側の台地上には平成10年 に発掘調査が実施され平安時

代の掘立柱建物跡が出上した下野遺跡が確認されている。

雁寺第2遺跡は上原遺跡群と谷を挟み標高約150mの北西側台地に立地する。東、南、西側の三方を

谷によって切られ、北側は山城第1遺跡が所在する台地と続く。 「町内遺跡分布調査報告」(1998 高

城町教育委員会)において縄文時代 。中世の遺物散布地として記録されている。北側の台地には山城第

1遺跡、谷を挟み南側には上原遺跡群、谷を挟み東側には雁寺第3遺跡が確認されている。

山城第1遺跡は雁寺第2遺跡に続く標高約150mの 台地上に立地する。台地北側下は大淀川の支流で

ある八久保川となる。 「町内遺跡分布調査報告」(1998 高城町教育委員会)においては縄文時代 0平

安時代 0中世の遺物散布地として記録されている。当台地と谷を挟み西側には八久保第 1遺跡、第2遺

跡、東側には雁寺第3遺跡、第4遺跡、南側には雁寺第2遺跡、八久保川を越えて北側には山城第2遺跡、

八久保第3遺跡が確認されている。

周辺の遺跡としては永山川東岸には県指定高城町古墳群第 19号墳、第20号墳が確認され、有水川

を挟んだ南には1958年 に調査が実施され地下式横穴墓、地下式板石積石室が確認された香禅寺遺跡、

2002年に調査が実施された石山高取原地下式横穴墓、2001年に調査が実施され竪穴住居跡、掘立柱

建物跡が出土した鳥井原遺跡が確認されている。大淀川を挟んだ高崎町域では前方後円墳1基を含む

高崎塚原古墳群が立地する。
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本調査は平成4年度より平成15年度にかけて高城町大字有水において実施された、宮崎県北諸県農

林振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 0平成4年度事業実施予定地における埋蔵文化財発掘

調査である。平成3年より開発事業が計画され、事業予定地において宮崎県文化課面高哲郎、高城町

社会教育課白谷健一による踏査及び、面高哲郎による一部試掘調査が実施された。その結果を元に協

議が重ねられ平成4年 10月 26日 より平成5年 3月 31日 にかけて発掘調査が実施された。調査対象面積

は約8,000」であり、調査の進行に従いA、 B区の2区に設定された。また発掘調査は平成4年 10月 26

日から11月 28日 までを宮崎県教育庁文化課菅付和樹氏が実施し、 11月 30日 から平成5年 3月 31日 まで

を自谷健一が担当した。

立地と炊鱗

本調査区は上原遺跡群の所在する台地上の南端に位置する。南側は有水川沿いに広がる平野に至る

/

V /
/
/ ∨/
/

l l:
llに __
1 ‖
ミニヽ

第 1図  上原第 1遺跡調査区位置図 (1/5,000)
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第 2図 A区遺構分布図

|

(1/600)
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緩やかな斜面となり、北側は上原第 2遺跡、第 3遺跡の在する台地中央へと続く。西側には町指定史

跡であり中世山城である須田木城址が確認されている。また南側の山林内には宮崎県指定史跡高城町

古墳群第21・ 22号墳(円墳)が在する。調査区は北からA、 B区に設定され、東北側が高く南西に向い

大きく下がる斜面となっている。

層序

本遺跡の基本土層は1層 0耕作土、2層 0褐色土、3層 0褐色土、4層・御池軽石である。

AMの 調狡
層序

調査区の標高は153.50m～ 154.50mで、西側が高く東側に向け傾斜している。層序は1層 C表土、

2層 0褐色土、3層 0褐色土、4層 0御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

だ
一

ml膀

A′

第 3図 A区 1号竪穴住居跡実測図 (1/60)

A
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ぽ蠅と又物

古墳時代の遺構として竪穴住居跡4軒、中世の遺構として掘立柱建物跡9軒が出上した。時期不明の

遺構として竪穴住居跡1軒、溝状遺構 1本のほか、多数のビットが出土した。

書壌時代の心ほとぽ物

1号眩穴鐘層跡

調査区の南東隅において検出された。平面形態は方形を呈し長軸約6.2m、 短軸約5,4m、 検出面か

らの深さ約0.5mを測る。ビットは計13本が確認され、主柱穴はP-1～ 4の 4本 と考えられる。床面は平

坦で、中央西側より円形を呈し、長径約1.4m、 短径約1.2m、 床面からの深さ約0。4mを測る土坑が検

出された。住居の東側、東北側隅より敲石、磨石の集積が床面より若干高い位置にて検出された。埋

土中より土師器、敲石、磨石、石皿が出土している。

聡

第4図  A区 1号堅穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

1～ 7は土師器である。 1、 2は高塔である。1は杯部で受部と口縁

部との境に明瞭な稜をもち、日縁部は大きく外反する。2はラッパ状

に大きく開く脚部である。3は平偏球状の胴部をもつ壼で、日縁部は

やや外頃する。4は甕口縁部で頸部に刻目突帯を施す。刻目は布目圧

痕を有する。5は甕底部で平底である。 6、 7は杯である。6は広めの

丸底で限縁部は内湾し、端部は平坦に仕上げる。内外面ともに赤色顔

料が残る。7は丸底で開き気味に立ち上がる。

8は鉄鏃で圭頭族である。9～ 12は敲石で石材は砂岩である。9～

11は楕円形を呈し上下端に敲打痕が残る。12は球形を呈し縁周に沿

って敲打痕が残る。13は石皿で石材は砂岩である。中央に凹みをもつ。

第 5図 A区 1号竪穴住居跡
出土鉄器実測図 (1/2)

2号眩穴催麗

調査区のほぼ中央、3、 4号竪穴住居跡の東側において検出された。

平面形態は方形を呈し長軸約 2.5m、 短軸約 2.4m、 検出面からの

み″膨
ｖ
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A区 1号竪穴住居跡出土石器実測図 (1/2)
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第 7図 A区 2号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第8図  A区 2号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

深さ約0.4mを測る。床面は平坦で、ビットは計6本が検出された。西側隅を後世の土坑により攪乱を

受けている。埋土中より土師器、砥石が出土している。

14は内湾する甕口縁部で刻目突帯を施す。刻目は布目圧痕を有する。 15は直線的に若干開く高不

脚部である。
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第 9図 A区 3号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第 10図 A区 3号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)
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3彎竪穴催層

調査区のほぼ中央、2、 4号竪穴住居の北側において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約4m、

短軸約3.9m、 検出面からの深さ約0。4～ 0。6mを測る。床面は平坦でピットは計5本が検出された。

埋土中より土師器、須恵器が出上している。ほとんどが上位からの出上であるが、22、 24、 25は

ほぼ同じ高さから出上している。

16～ 28は上師器である。 16、 17は甕口縁部である。いずれもやや内湾し布目圧痕を有する刻目突

帯を施す。20～ 23は甕底部である。20、 21は平底で側面はやや外反しながら立ち上がる。22は平底

で側面はやや膨らみながら立ち上がる。23は レンズ状の平底で、側面はわずかに1彰らみながら立ち上

がる。 19は壺で頸部の締まりは弱く、日縁部はやや外反すると考えられる。18は壺底部である。レ

ンズ状の平底を呈し、側面は膨らみながら立ち上がる。24はラッパ状に開く高杯脚部である。25は

砲目縁部と考えられる。内外面に赤色顔料を施す。26、 28は広い丸底より直線的に立ち上がる椀で

ある。いずれも赤色顔料を施す。27は底部が丸底で口縁部は内湾する不である。赤色顔料を施す。

28は須恵器砲で肩部と口縁部とに波状文を施す。肩部に直径1.05cmの穿子Lを もつ。

第 11図 A区 4号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第 12図  A区 4号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

4号竪穴催層

調査区のほぼ中央部、3号竪穴住居の東側において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約6m、

短軸約5m、 検出面からの深さは約 0。 1～ 0。2mを測る。床面はほぼ平坦でピットは計10本が検出され、

主柱穴はP-1～ 4の 4本と考えられる。床面付近より土師器が出上している。

30は布目圧痕を有する刻目突帯を頸部にもつ壷で、日縁部はやや外反する。32はやや内湾する日

縁部、35は球形胴で尖底気味の丸底底部をもつ壺である。31は甕底部で平底である。33は丸底で日

縁部がやや開きながら立ち上がる杯である。34は高不裾部で脚部と裾端部との間に明瞭な稜をもち、

端部は外反する。
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第 13図 A区 1号掘立柱建物跡実測図 (1/100)
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第 14図 A区 2号掘立柱建物跡実測図 (1/100)
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第 15図 A区 3号掘立柱建物跡実測図 (1/100)
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第 16図 A区 4号掘立柱建物跡実測図 (1/100)
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第18図 A区 6号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

申世のL隆
1号 IFA血柱建物跡

調査区の北西隅において検出された。主軸方向はN-44° 一Wを とる。2間 ×3間の中抜け側柱式

の掘立柱建物になると考えられ、梁行約4m、 桁行約 5。2mを測る。柱穴の平面形態は円形を呈し、直

径は約30～ 16cm、 検出面からの深さは約60～ 20cmを測る。

2号IFE立権建物財

調査区のほぼ中央北西側において検出された。3号掘立柱建物跡と重複する。主軸方向はN… 61°

一Eを とる。 lFH5× 3間の側柱式の掘立柱建物になると考えられ、梁行約3.5m、 桁行約4.7mを測る。

柱穴の平面形態は円形を呈し、直径は約50～ 25cm、 検出面からの深さは約50～ 30cmを沢1る。

3彎掘立柱建物跡

調査区のほぼ中央北西側において検出された。2号掘立柱建物跡と重複する。主軸方向はN-55°

一Eを とる。2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物で南側に廂を持つと考えられる。身舎の梁行約3.8m、 桁

行約42mを測る。廂と身舎との間隔は約lmである。柱穴の平面形態は円形を呈し、直径は約60～ 35cm、

検出面からの深さは約50～ 25cmを没1る。
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第 19図 A区 7号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

4号掘立柱建物跡

調査区のほぼ中央北側、5号掘立柱建物跡南側において検出された。主軸方向はN-64.5° 二Wを

とる。2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物になると考えられ、梁行約4m、 桁行約5.5mを測る。柱穴の平

面形態は円形を呈し、直径は約50～ 30cm、 検出面からの深さは約50～ 30cmを測る。

5母掘血柱建物跡

調査区の北側、 2、 3号掘立柱建物跡の北東側において検出された。6号掘立柱建物跡と重複し、ピ

ットの一部が切り合っている。主軸方向はN-37° 一Eを とる。2間 ×3間 の側柱式の掘立柱建物で4

面に廂をもつと考えられる。身合の梁行約3.9m、 桁行約6mを測る。廂と身舎との間は北東面が約lm、

東南面が約 0。 7m、 南西面が約 lm、 西北面が約0.95mを 浜1る。柱穴の平面形態は円形及び楕円形を呈

し、直径は約30～ 16cm、 検出面からの深さは約60～ 20cmを測る。

6%掘立瞳餞物跡
調査区の北側において検出された。 5、 7号掘立柱建物跡と重複 し、ビットの一部が切 り合って

いる。主軸方向はN-54° ―Wを とる。2間 ×3間 の側柱式の掘立柱建物になると考えられる。梁行
約3.65m、 桁行約5.5mを測る。柱穴の平面形態は円形及び楕円形を呈し、直径は約60～ 30cm、 検出

面からの深さは約40～25cmを測る。
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第20図 A区 8号掘立柱建物跡実測図 (1/80)
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第21図 A区 9号 IFH立柱建物跡実測図 (1/100)
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第22図 A区 5号竪穴住居跡及び 1号溝状遺構実測図 (1/100)

7号掘血籠建物跡

調査区の北側において検出された。6号掘立柱建物跡と重複し、ピットの一部が切り合っている。

主軸方向はN-54° 一Wを とる。2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物になると考えられ、梁行約4.25m、

桁行約5.3mを測る。柱穴の平面形態は円形及び楕円形を呈し、直径は約50～ 30cm、 検出面からの深

さは約50～ 20cmを測る。

8号掘立柱黎物財

調査区の北側において検出された。6、 7号掘立柱建物跡の北東側に位置する。主軸方向はN-37.5°

一Eを とる。1間×3間 の側柱式の掘立柱建物になると考えられ、梁行約4m、 桁行約5.75mを測る。

柱穴の平面形態は円形及び楕円形を呈し、直径は約80～ 35cm、 検出面からの深さは約45～ 25cmを

測る。

9号掘血柱に物跡

調査区の北側において検出された。8号掘立柱建物跡の東側に位置する。主軸方向はN-41° 一E

をとる。2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物になると考えられ、梁行約3.4m、 桁行約4。 3mを測る。柱穴

の平面形態は円形を呈し、直径は約55～ 35cm、 検出面からの深さは約30～ 25cmを測る。
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その他の遺構

5号堅穴住居跡

調査区ほぼ中央北側において検出された。平面形は方形を呈し軸長約6.5m、 検出面からの深さ約

0.5mを測る。ビットは計9本検出され、主柱穴はP-1～4の4本と考えられる。

北東から南西にかけ半分以上が1号溝状遺構と切り合っている。

1号溝状遺構

調査区の北西部において検出された。北東方向から南西方向にかけて調査区をほぼまっすぐに横切

る。溝全体の調査は実施されておらず4本のトレンチによる調査である。A区のほぼ中央北側におい

て5号竪穴住居跡と切り合っている。溝底レベルは地形に合わせ、北東方向から南西方向にむけて約

1.77m下がる。

第25図 A区包含層出土土器拓影図 (1/3)
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表1 上原第1遺跡A区出土遺物観察表 単位 :Cm

No. 出上位置 種 別 岩旨種 伝量(上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色 調 胎土 備 考

口 径 底径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 1号住居 土師器 高杯 ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい

黄橙

lmm程度の茶褐色粒ごく微量。

白色・黒色粒子ごく微量。

2 1号住居 土師器 高杯 ミガキ。赤色顔料。 ナデ。
にぶい

黄橙
褐灰 白色・黒色・茶褐色粒子微量。

1号住居 土師器 5 ナデ。工具痕。 ナデ。工具痕。 浅黄橙
にぶい
黄橙
1～ 3mmの 自色・黒色・茶褐色粒
ごく少量。

1号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。ス

ス付着。
ナデ。 褐 色 浅黄機

lmm程度の石英粒微量。1～ 2mm
の黒色・茶 18●色粒ごく少量。

l ttfT居 ±811i器 甕 ナデ。 ナデ。 明褐 黒褐 lmm程度の自色粒ごく少量。

1号住居 土師器 塔 1 ミガキ?。 赤色顔料。ミガキ。赤色顔料。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙
白色・黒色・茶褐色粒子微量。

7 1号住居 土師器 杯 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～ 3mmの茶褐色粒微量。白色・

黒色・茶褐色粒子微量。

1号住居 鉄器 鉄鏃

9 1号 l■居 石 器 敲 石
21g・ 砂岩

1号住居 石器 敲 石 111 96g・ 砂岩

1号 ll居 石 器 init石
06g・ 砂岩

1号倅 居 石 器 敲 石 6.65 5.5 209g・ 砂岩

l号住居 石 器 石 lnl 12 5kg・ タッぶ

2号住居 土師器 甕
刻目突帯。板ナデ。
ナデ。

板ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの 白色・黒色・茶褐色粒
ごく少量。

2号住居 土師器 高 外 ミガキ。 ナデ。
にぶい

黄橙
褐灰
1～ 2mnlの茶褐色粒微量。白色・

黒色・茶褐色粒子微量。

3号住居 土師器 甕
刻 Fl突帯。ナデ。ス

ス付着。
ナデ。 浅黄橙 浅黄橙

1～2mmの 石英粒少量。1～ 2mmα

黒色・茶褐色粒少量。

3号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。ス

ス付着。
ナ デ

にぶい

黄橙

にぶい

黄橙

1～2mmの 石英粒少量。1～3mmC
黒色・灰色・茶褐色粒少量。

3号住居 土師器 甕
ハケロ。ナデ。スス
付着。

ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙
1～ 3mmの 黒色・灰色・茶褐色粒

少量。

3号住居 土師器 士電 ナデ。一部ミガキ。ナデ。 灰 白 浅黄稽
黒色・白色・茶褐色粒子ごく少

3号住居 土師器 甕 6 ナデ。 ナデ。
にあミい

黄橙

|こぶい

黄橙

～2mmの 石英粒少量。1～3mmの

黒色・灰色・茶褐色粒少量。

3号住居 土師器 甕 6 ナデ ナデ。 灰黄褐 浅黄橙
1～2mmの 石英粒少量。 1～ 3mma
黒色・灰色・茶褐色粒少量。

3号住居 土師器 甕 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 淡 黄
1～2mmの 黒色・茶褐色粒ごく少

3号住居 土師器 甕 ナデ。スス付着。 ナ デ 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの 石英粒少量。 1～ 3mmの

黒色・灰色・茶褐色粒少量。

3号住居 上師器 高ネ ミガキ。 ナデ。
に
^ミ

い

黄橙
褐灰 白色・黒色 ,茶褐色粒子微量。

3号住居 11日 ||,著ヽ 融 ミガキ。赤色顔料。 ミガキ。赤色顔料。 赤褐色 赤褐Ⅲ 白色・黒色・茶褐色粒子微量。

3号住居 上師器 椀 ミガキ。赤色顔料。 ナデ。赤色顔料。 暗赤色
にあミい

黄橙
黒色・茶褐色粒子ごく微量。

3号住居 上師器 外 ミガキ。赤色顔料。 ミガキ。赤色顔料。
にぶい

黄橙

0こあミい

黄橙
lmm以下の黒色・茶褐色粒微量。

3号住居 上師器 椀 11 ミガキ。 ナデ 赤褐色 赤褐色 lmm以 ドの白色粒微量。

3号住居 須恵器 融 波状文。 暗青灰 暗青灰 白色粒子ごく微量。

4号住居 上師器 帝 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの 黒色・灰色・茶褐色粒

少量。

4号住居 土師器 甕 阪ナデ。ナデ。 ナ デ
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙

1～2mmの 石英粒少量。1～ 3mmσ

黒色・灰色・茶褐色粒少量。

4号住居 土師器 (10.6 ナ デ ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～2mmの 黒色・灰色・茶褐色粒

少量。

4号fI居 上師器 17N ナデ ナデ。 褐色 褐 色 1～ 2mmの 茶褐色粒ごく微量。

4号住居 土師器 高杯 ナデ
ナデ。工具痕。黒
Iえ 1。

にぶい
黄橙

黒褐
黒色・白色・茶褐色粒子ごく少

4号住居 上師器 士霊 板ナデ。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄楷
1～ 2mmの 黒色・灰色・茶褐色粒

少量。

包含層 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁剰

突文。貝殻条痕。ナ

デ。

貝殻条痕。ナデ。 明赤褐 橙
lmm以 ドの白色粒少量。雲母ご

少量。

包含層 縄文土器 深鉢

貝殻腹縁刺突文。厚

殻条痕。ナデ。スメ

付着。

貝殻条痕。ナデ。 黒褐
にぶい

黄橙

lmm以 下の自色・茶褐色粒ごく少

量。石英粒ごく微量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。蘇

殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmm以 下の黒色・白色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

「
殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙
lmm以下の白色・黒色粒ごく少

量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻 1夏縁刺突文。ナ

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmm以下の白色粒少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ナデ。 沈線文。ナデ 橙 橙
lmm以下の黒色・白色・茶褐色ポ

ごく少量。雲母ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢 ナデ。網代痕。 ナデ。
にぶい

橙

にぶい
黄橙
lmm程度の黒色・白色・茶褐色対

ごく少量。
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第26図 B区遺構分布図 (1/600)
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BMの M径
麗序

調査区の標高は153.00m～ 152.25mで、東北側が高く南側に向け傾斜している。層序は1層
0耕作

土、2層 0褐色土、3層 。褐色土、4層 0御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

L種とぽ物
縄文時代の遺構として竪穴住居跡8軒、土坑4基、古墳時代の遺構として竪穴住居跡10軒、土坑1基、

中世の遺構として掘立柱建物跡1軒、道路状遺構1本、溝状遺構2本が出土した。時期不明の遺構とし

て土坑 1基の他、多数のビットが出土している。
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第27図  B区 1号堅穴住居跡実測図 (1/40)
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第28図 B区 1号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

縄文時代の遺構

1号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央部において検出された。17号竪穴住居跡のすぐ南側に位置する。平面形態は円形

で、長径約4.2m、 短径約3.5m、 検出面からの深さ約.04mを測る。床面はほぼ平坦で、中央に楕円形

を呈し長径約lm、 短径約0.6m、 床面からの深さ約0.4mの土坑をもつ。ビットは計7本が確認された。

土坑周囲からは南側にビット1本が検出された。埋土中より縄文土器が出土している。

1、 2は深鉢で1は外反する日縁、2は 「く」の字口縁である。いずれも貝殻腹縁による連続刺突文

を施す。3、 4は深鉢の胴部、5は浅鉢の胴部である。6は台付皿形土器の脚部、7は底部で平底である。

2号堅穴住居跡

調査区のほぼ中央、北側において検出された。3、 4号竪穴住居跡の西側に位置する。平面形態は円

形を呈し、直径約4。2m、 検出面からの深さ約0.35mを測る。ビットは計9本が確認された。縄文土器

と有孔石の他、剥片6点が出土している。
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第30図 B区 2号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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8～ 10は深鉢口縁部で、いずれも外反する波状

口縁である。11は浅鉢もしくは台付皿型土器の皿

部口縁部で内面に棒状工具による二重の連続刺突

文を施す。12は深鉢の胴部である。6は有孔石で

ある。

3号聾穴催層跡

調査区のほぼ中央、北側において検出された。

南側を4号竪穴住居跡に切られている。平面形態は

楕円形を呈し、長径約2.9m、 短径約2.4m、 床面

からの深さ約0.3～ 0.4を測る。ビットは計3本が確

認されている。縄文土器、景1片2点が出土している。

14～ 16は深鉢である。いずれも外反する国縁部

で1は波状口縁、 2、 3は平縁である。貝殻腹縁に

よる連続刺突文を施す。17は浅鉢胴部で外面に沈

線文、貝殻腹縁刺突文を施す。

第31図  B区 2号竪穴住居跡出土有孔石実測図 (2/3)

4号竪穴性層跡

調査区のほぼ中央、北側において検出された。北側は3号竪穴住居跡を切っている。理土中より平

面形態は円形を呈し、直径約3.lm、 検出面からの深さ約0。3mを測る。ビットは計6本が確認された。

縄文土器の他剥片3点が出土している。

18は台付皿型土器で脚部に沈線文を施す。19は台付皿型土器の脚部で沈線文を施す。20は深鉢口

縁部で外反する波状口縁である。

5母竪穴住膚跡

調査区のほぼ中央、北側において検出された。3、 4号住居の東側、6号竪穴住居跡の南側に位置す

る。平面形態は楕円形を呈し、長径約4.8m、 直径約3.6m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。ビット

は計8本が確認された。埋土中より縄文土器が出土している。

21は深鉢口縁部で外反する波状園縁である。貝殻腹縁による連続刺突文を施す。

6号竪穴儀層跡

調査区のほぼ中央、北よりにおいて検出された。3、 4号竪穴住居跡の東側、5号堅穴住居跡の北側

に位置する。平面形態は円形を呈し、直径約3.8m、 検出面からの深さ約0.2mを測る。床面は平壇で、

ビットは計9本が確認された6示J片 1点が出土している。

7号闇穴億麗跡

調査区の北側において検出された。2号竪穴住居跡の西側に位置する。東側は8号竪穴住居跡と切り

合っており、南西側は18号竪穴住居跡に切られている。平面形態は円形と考えられ、直径約4m、 検

出面からの深さ約0。2mを測る。床面は平坦で、ビットは計4本が確認されている。

8号囃穴住層跡

調査区の北側において検出された。2号竪穴住居跡の西側に位置する。西側を大きく7号竪穴住居跡

に切られている。平面形態は楕円形と考えられる。ビットは計7本が確認されている。
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第32図 B区 3・ 4号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第33図 B区 3号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

第34図 B区 4号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

1号土坑

調査区の北東側、 6号竪穴住居後の東側において検出された。平面形は楕円形を呈し長径約1.2m、

短径約1.2m、 検出面からの深さ約0.2mを測る。丸味をおびた底面には直径約50cm、 深さ約35cmの

ビットが検出されている。縄文土器が出土している。

22か ら24は深鉢口縁部である。22、 24はやや「く」の字状に屈曲し、23は外反する。いずれも波

状口縁で、貝殻腹縁による連続刺突文を施す。

2号土坑

調査区の北西側において検出された。 2号体穴住居跡の西側に位置する。平面形は長楕円形を呈し、

長軸約2.6m、 短軸約1.6m、 検出面からの深さ約0。2mを測る。
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第35図  B区 5号竪穴住居跡実測図 (1/40)

B区 5号竪穴住居跡出止土器拓影図 (1/3)第36図
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第37図  B区 6号竪穴住居跡実測図 (1/40)

3号董坑

調査区のほぼ中央において検出された。 4号土坑と切り合っている。平面形は楕円形を呈し、長径

約2。3m、 短径約1.2m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。土坑の西側は一段低くなる掘り込みをもつ。

理土中より縄文土器が出土している。

25は石錘である。方形を呈する扁平な礫の四辺中央を打ち欠き紐掛け部を作り出す。石材は砂岩で

ある。

4号土筑

調査区のほぼ中央において検出された。3号土坑と切り合っている。平面形は楕円形を呈し、長径

約2.6m、 短径約 1.5m、 検出面からの深さ約0.35mを測る。丸味をおびた底面には直径約24cm、 深さ

約18cm、 長径約50cm、 短径約25cm、 深さ約15cmの ビットが2基検出された。縄文土器の小片数点

が出土している。
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第38図 B区 7・ 8号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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23

第40図 B区 1号土坑出土土器拓影図(1/3)

第41図 B区 3号土坑出土石器実測図 (1/2)

古墳時代の遺構と遺物

9号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。15号竪穴住居跡の東側に位置する。埋土は黒褐色土一

層である。平面形態は方形を呈し長軸約4.2m、 短軸約4.Om、 検出面からの深さ約0。3mを測る。床面

は平坦である。ビットは計17本が確認され、P-1よ り炭化物が出土している。西壁には長径約1.7m、

短径約lm、 深さ約 0。 lmの掘り込みが確認されている。また壁面下には幅約10cm、 深さ約5cmの周

溝が巡る。埋土中より土師器、須恵器が出土している。27、 36は床面直上からの出土である。

26～39は土師器である。26～32は刻目貼付突帯を施す甕である。26、 28～ 30は口縁部が若干内

湾をする。30以外は刻目に布目圧痕を有する。26はいわゆる「バケツ状」を呈する甕で口縁部は外

反し片口をもつ。31、 32は甕胴部で刻目は布目圧痕を有する。33は甕底部で平底である。木葉痕を

有する。34～ 36は壺で頸部に刻目突帯を施す。37は高杯脚部でラッパ状に開く。38は 日縁部がやや

開きながら立ち上がる不で赤色顔料を施す。39はやや開き気味に立ち上がる杯で口縁部は内湾する。

40は須恵器で聰胴部と考えられる。波状文を施す。
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第42図  B区 9号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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B区 10号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)第45図
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10号竪穴住層跡

調査区の東端において検出された。 9号竪穴住居跡の東側に位置し、東南部は調査区外である。埋

上は御池軽石を多く含む黒褐色土一層である。平面形態は方形を呈し、長軸約5m、 短軸約4.2m、 検

出面からの深さ約0.25mを 測る。床面は平壇で、ピットは計19本が確認されている。壁面下には幅約

10cm、 深さ約3cmの周溝が巡る。埋土中より土師器が出土している。43～ 45、 48～ 50は床面直上

からの出上である。

41、 42は高杯外部である。いずれも日縁部と受部との境に明瞭な稜をもち、日縁部は外反しなが

ら大きく開く。43か ら45は外部が不状を呈する高杯で、43、 44は ラッパ状に開く脚部が付き、赤色

顔料を施す。46は高不脚部で脚部と裾部の間に明瞭な稜をもち、端部は外反する。47はやや内湾す

る甕口縁部で刻目突帯を施す。刻目は布目肛痕を有する。48は台付杯、49は杯、50は砲である。

いずれも丁寧なミガキの後、内外面に赤色顔料を施す。

11号竪穴催層跡

調査区の南側において検出された。12号竪穴住居跡の西側に位置する。平面形態は長方形を呈し、

長軸約5.4m、 短軸約4.8m、 検出面から深さ約 0。45mを測る。床面は平坦である。ピットは計4本確認

されており、主柱穴はP-1、 P-2と 考えられ、P-2よ り土師器甕の底部が出上している。住居のほぼ中

央より多量の炭化物が出上している。埋土中より上師器、須恵器が出土している。

51か ら66は土師器である。51は刻目突帯をもたない甕で、日縁部はやや緩く屈曲し外反する。52

から54は刻目突帯をもつ甕口縁部である。53、 54の亥J目 は布目圧痕を有し、52はヘラ状工具による

刻目である。57は甕口縁部で突帯をもつ。55、 56、 58は甕底部である。55、 56はレンズ状の平底で、

55は側面がやや膨らみながら立ち上がる。58は平底である。59か ら64は高不である。59か ら61はや

や開き気味で直線的な脚部、62、 64は ラッパ状に開く脚部である。63は裾部で脚部と裾部の間に明

瞭な屈曲をもち、端部は外反する。65は広めの丸底から口縁部がほぼ直立する不で、赤色顔料を施す。

66は丸底で口縁部がやや内湾する椀である。

67は須恵器杯蓋である。17号竪穴住居跡出±154杯蓋と接合する。68は須恵器杯身である。

12号竪穴性層跡

調査区の南側において検出された。11号竪穴住居跡の西側に位置する。平面形態は方形を呈し、長

軸約5.Om、 短軸約4.6m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。床面はほぼ平坦で、中央北側に不整楕円

形を呈し長径約270cm、 短径約210cm、 床面からの深さ約16cmを測る掘り込みが確認されている。

ピットは計17本が確認され、主柱穴はP-1～4の4本と考えられる。理土中より土師器が出上している。

69は頸部に突帯をもつ甕で胴部は大きく開きながら立ち上がり、頸部においてやや屈曲し口縁部は

ほぼ直立する。70、 71、 73、 74は頸部に刻目突帯をもつ甕である。亥J国 は布目圧痕を有する。70、

71、 73の 口縁部はやや内湾する。72は亥J目突帯をもたない甕で肩部がやや張り、頸部において屈曲

し口縁部は若干外反する。75、 76は壼で75は短く外反する日縁部、76は頸部に刻目突帯をもち、日

縁部は直線的に大きく開く。77、 79は甕底部で77はレンズ状の平底、79は平底である。78は壼底部

で中心がわずか持ち上がる。80か ら87は高杯である。80は外部で受部と口縁部との境に明瞭な稜を

もち、日縁部は外反しながら大きく開く。81か ら83は杯部が杯状を呈し、81はエンタシス状の脚部

に直線的な裾部が付く。赤色顔料を施す。84はエンタシス状の脚部と考えられ、外反しながら開く脚

部が付く。85か ら87はラッパ状に開く脚部である。84か ら87の脚部は上部が被熱により赤化し、端

部には融着物があり、ふいごの羽日としての転用が考えられる。88は平底の底部よりやや内椀しなが

ら立ち上がる椀である。92は ミニチュア土器の椀である。日縁部は強く内湾し、外面に赤色顔料を施

す。89か ら91は丸底の底部より内湾しながら立ち上がる不である。93は増の日縁部と考えられる。
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第46図  B区 11号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第47図 B区 11号竪穴住居跡出土土器実測図
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第48図  B区 12号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第49図  B区 12号竪穴住居跡出土土器実測図 1(1/4)
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第50図  B区 12号堅穴住居跡出土土器実測図 2(1/3)
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第51図 B区 12号竪穴住居跡出土土器実測図 3(1/3)
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第52図 B区 13号堅穴住居跡実測図 (1/40)
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第53図  B区 13号堅穴住居跡出土土器実測図1(1/3)
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第54図  B区 13号竪穴住居跡出土土器実測図 2(1/3)
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13号竪穴性層跡

調査区の南側において検出された。12号竪穴住居跡の東側に位置する。埋土は黒色土一層である。

平面形態は長方形を呈し、長軸約5.21n、 短軸約4.Om検出面からの深さ約0.16mを測る。ビットは計

15本検出され、主柱穴はP-1、 2の 2本 と考えられる。埋土中より上師器、須恵器が出土している。

94か ら109は土師器である。94、 96、 97、 100、 101は亥J目突帯を施す甕である。94、 97は胴部

が膨らみをもち、日縁部は内湾する。96は レンズ状の平底で、胴部は大きく開きながら直線的に立ち

上がる。96、 100、 101の刻目は布目圧痕をもち、94の刻目には布目圧痕のもつものともたないもの

の2種類が確認された。100は 94、 97と 、101は 96と 同様の器形と考えられる。95、 98、 99は刻目

突帯をもたない甕で、95、 98は頸部において緩く屈曲し口縁部は外反する。99は頸部において内湾

し口縁部は短く直立気味である。102は底部で平底である。103か ら105は高杯である。104は受部と

口縁部との境に明瞭な稜線をもち、日縁部が外反しながら大きく開く杯部である。103は受部と日縁

部との境は不明瞭で、日縁部がやや外反する受部に、直線的に開く脚部、内湾する裾部が付く。105

は不状を呈する杯部で内外面に赤色顔料を施す。 106は外反しながら立ち上がる増熙縁部。107は偏

球状を呈する増胴部で、 106、 107は同一個体と考えられる。108は丸底、109は広めの丸底で、日縁

部が内湾する杯である。

14号聾穴儀麗跡

調査区の北東隅において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約7.Om、 短軸約6.4m、 検出面

からの深さ約0.6mを測る。床面は平坦である。ビットは計12本検出され、主柱穴はP-1～4の 4本と考

えられる。埋土中より上師器、須恵器が出土している。

110か ら126は土師器である。110か ら112、 117か ら119は甕である。110は小型甕で頸部におい

て緩く屈曲し口縁部は短く外反する。 111、 112はやや内湾する国縁部で亥J目 突帯を施す。刻目は布

目圧痕を有する。117～ 119は底部でいずれも平底である。113か ら116、 126は壺である。 113、 114、

126は頸部に亥J目 突帯を施す壺で、 113、 114は国縁部がやや外反する。126は大型の球形胴壺で口縁

部はやや外反する。 114、 126の刻目は布目圧痕を有する。116は底部でレンズ状の平底を呈する。

120か ら122は高杯である。120は不部で受部と口縁部との境は不明瞭であるが、一部に稜線を確認

できる。 121は ラッパ状に開く脚部、122は直線的に若千開く脚部と考えられる。123は脚台付鉢で

口縁部は内湾する。内外面に赤色顔料を施す。124は椀で内外面に赤色顔料を施す。125は杯目縁部

である。

15母竪穴鐘層跡

調査区のほぼ中央において検出された。 9号竪穴住居跡の東側に位置する。平面形態は方形を呈し、

長軸約4.Om、 短軸約3.8m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。床面は平坦である。ピットは計9本が

検出され、主柱穴はP-1、 2の 2本と考えられる。埋土中より土師器が出上している。 132、 135は床

面付近からの出上である。

127は鉢でレンズ状の平底から大きく開きながら立ち上がり、日縁部は若干内湾する。 129、 130

は甕口縁部で、 129はやや内湾しヘラ状工具による亥J目突帯をもつ。130は頸部において屈曲し口縁

部は外傾する。壺口縁部の可能性もある。 128、 131は壺である。128は小型壺で丸みを帯びた尖底

からやや膨らみをもって立ち上がり、胴部の3分の2のあたりで最大径を測ると考えられる。また128

は接合資料であるが、胴部最大径より下部は16号竪穴住居跡からの出上である。131は頸部に亥1目 突

帯を施す。刻目は布目圧痕を有する。132か ら134は高外である。132は杯部でやや小さめの受部と

口縁部との境に明瞭な稜をもち口縁部は大きく外反しながら開く。133は ラッパ状に開く脚部、 134

はエンタシス状の脚部である。135は外反する口縁部で増口縁部と考えられる。内外面に赤色顔料を

施す。136は椀で丸底気味の底部より直線的に開き、日縁部はほぼ直立する。端部は平坦に仕上げる。

内外面に赤色顔料を施す。
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第55図  B区 14号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第56図  B区 14号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第57図  B区 15号竪穴住居跡実漬1図 (1/40)

16号騒穴催層跡

調査区の北側において検出された。 16号竪穴住居跡の南西に位置する。平面形態は方形を呈し、長

軸約5.7m、 短軸約5m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。ビットは計9本が検出されている。中央よ

り長径36cm、 短径20cm、 高さ3cmの範囲にわたり固い御池軽石のブロックが検出された。埋土中

より土師器が出土している。

137は壺で口緑部は外反する。 138は頸部に刻目突帯を施す壷で日縁部はやや外反する。亥J日 は布

目圧痕を有する。 139、 140は甕底部で139は レンズ状の平底、140は平底である。 141、 142は高杯

である。 141は 田縁部で外反し大きく開く。 142は外部で受け部と口縁部との稜は不明瞭で丸みを帯

びた屈曲となり、日縁部はやや外反する。

またミニチュア土器の椀回縁部が17号住居出土のミニチュア土器と接合している。

A
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第58図 B区 15号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

17号蜃穴住属跡

調査区のほぼ中央北西側において検出された。平面形態は方形を呈し、長軸約4.4m、 短軸約4.Om、

検出面からの深さ約0.5mを測る。床面は平坦で、ビットは計4本が確認されている。埋土中より土師

器、須恵器が出土している。また床面より炭化材が出土している。

143か ら153は土師器である。143、 145、 147は刻目突帯を施す甕である。143は レンズ状底部の

底部より若干の膨らみをもちながら立ち上がり、口縁部において内湾する。胴部の所々に布目痕が残

る。145、 147共に内湾する口縁部と考えられる。いずれの刻目も布目圧痕を有する。144、 146は亥J

目突帯をもたない甕で、144は頸部においてわずかに屈曲し口縁部は緩やかに外反する。

|ヽ
lll

ミ、や
｀
||
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第59図 B区 16号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第60図  B区 16号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第61図  B区 17号竪穴住居跡実測図 (1/40)

148は偏球形の胴部に外反する園縁部が付く壺と考えられる。外面に赤色顔料を施す。 150、 151

は高杯裾部である。脚部と底端部との間に明瞭な段をもち、端部は外反する。150は外面に赤色顔料

を施す。152は杯で丸底の底部よりゆるく立ち上がり、日縁部はやや内湾する。内外面に赤色顔料を

施す。153はミニチュア土器の椀で接合資料であるが、日縁部は16号竪穴住居跡からの出土である。

154は須恵器杯蓋である。11号竪穴住居跡出±67杯蓋と接合する。155は塔身である。156は砲口

縁部と考えられる。
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第62図 B区 17号竪穴住居跡出土土器実測図 (1/3)

-61-



y

三

「
・
Ｏ

ｏ。，́

む

　

Ｄ ◎
Ｐ．

o‐ ′

θ 
い
Q

⑨)
P-2

◎

円

癬

レ 。
〇

Q

◎
Ｐ・３

国

/bl

A′

∞
|

18号竪穴住層跡

調査区の北西側において検出された。平面形態

は方形を呈し、長軸約6.2m、 短軸約5.6m、 検出

面からの深さ約0.7mを測る。床面は平坦である。

ピットは計6本確認され、P-1～4の 4本が主柱穴と

考えられる。中央に円形を呈し長径約80cm、 短

径約70cm、 約深さ8cmの 土坑が出土した。土坑

内には焼けた硬化面及び焼土が確認されている。

当住居の炉跡と考えられる。埋土中より土師器が

出土している。 164、 165は床面直上からの出上で

あり、他は床面からやや浮いた状態での出土である。

A

A

ｍ
　
　
　
だ

一

第63図 B区 18号竪穴住居跡実測図 (1/60)

C C′

1 黒色土 軽石を含む。やわらかい。
2 赤色灰
3 赤色灰 アカホヤ火山灰。炭化物を含む。

第64図 B区 18号竪穴住居跡出土炉跡土層図 (1/30)
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第65図 B区 18号竪穴住居跡轟土土器実測図 (1/3)
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157、 158、 160、 161は刻目突帯を施す甕である。157は中型甕で平底から膨らみをもって立ち上

がり、頸部の刻目突帯において若千屈曲し、国縁部は外反する。158は小型甕で平底から大きく開き

ながら立ち上がり、日縁部は内湾する。 160、 161は小型甕で口縁部は内湾する。いずれもの刻目も

布国圧痕を有する。162は小型甕の底部でレンズ状の平底を呈する。159は小型壷である。丸底で球

形胴部の最大径と口縁部径がほぼ同じであり、頸部に刻目突帯を施す。日縁部はほぼ直立する。 164、

165は高杯である。 164は杯部で受部と口縁部との稜線は不明瞭で丸みを帯びた屈曲となり、日縁部

はやや外反する。 165は直線的に開く脚部に、脚部と底端部とのFH5に明瞭な段をもち端部が外反する

裾部が付く。163は椀で回縁部はやや内湾する。 166、 167はやや広めの丸底で口縁部が若千内湾す

る不である。166は内外面に赤色顔料を施す。
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第66図 B区 6号土坑出土土器実測図 (1/3)
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6号土坑

調査区の北東隅において検出された。 14号竪穴住居跡の北側に隣接する。平面形態は円形を呈し、

長径約0.86m、 短径約0.84m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。土師器のほか、炭化物が出土してい

る。

168、 171、 172は亥J目突帯を施す甕で168は口縁部が外反、 171、 172は 口縁部がわずかに内湾す

る。174は甕底部で平底である。 169、 170、 173は高杯である。169は直線的でやや開き気味の脚部。

170は脚部と裾端部との間に明瞭な段をもつ裾部である。173は杯状を呈する外部にラッパ状に開く

脚部が付く。175は杯で丸底の底部よりやや開きながらに立ち上がり、日唇部は丸く仕上げる。内外

面ともにミガキ 0赤色顔料を施すが剥落が酷い。全体的に肉厚である。

中世のL騰
1号掘立柱建物跡

調査区の北東隅において検出された。主軸方向はN-55°

柱建物になると考えられ、梁行約3.7m、 桁行約3.5mを測る。

20～ 30cm、 検出面からの深さは約25～ 15cmを測る。

|>

―Wを とる。 1間 ×2間の側柱式の掘立

柱穴の平面形は円形を呈し、直径は約

０ヽ

B 饒

⑨

申

01

B  .                                                   .

第67図  B区 1号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

1号適路状卜颯

調査区の南側に位置し、東西方向に長さ約13.5mにわたり検出された。西側は調査区外へと延

びる。東側は11号竪穴住居跡と重複する。溝幅は上場約2m、 下場約 1.5m、 検出面からの深さ約

0.3mを測る。溝中央に幅約0.5mの硬化面をもつ。

＞
、
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第68図 B区 1号道路状遺構実測図 (1/100)
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第69図  B区 2号溝状遺構実測図 (1/100)

2彎鮨 1犬贔鸞

調査区のほぼ中央に位置し、東西方向に長さ約1lmにわたって検出された。西側は調査区外へと延

びる。溝幅は上場約1.5m、 下場約lm、 検出面からの深さ約0.25mを測る。

ぐの他のI蝙
5母量坑

調査区のほぼ中央において検出された。 1、 17号竪穴住居跡に隣接する。平面形態は隅丸方形を塁

し、長軸約2.06m、 短軸約1.31n、 検出面からの深さ約0.3mを測る。底面はほぼ平らで、中央に直径

約14cm、 深さ約16cmのビットが検出されている。赤色顔料を施す土Elli器片、土師器高不の破片のほ

か員殻条痕文、貝殻腹縁刺突文を施す縄文土器が出土している。
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第70図 B区包含層出土土器拓影図 (1/3)
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第71図  B区包含層出土土器実測図 (1/3)
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第72図  B区包含層出土石器実測図 (1/3)
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表2 上原第1遺跡B区出土遺物観察表 1 単位 icm

No. 出上位置 種 別 器 種 法量(上 :土器 下 :石器) 手法・又様 色 調 胎土 備 考

口径 底 径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 1号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
ナデ。

興殻条痕。ナデ。 褐色 黒褐儘
黒色・白色・茶褐色粒子微

量。

1号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
貝殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 暗褐趣 明褐 l llun程 度の白色粒少量。

3 1号住居 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 明褐 明褐
l mm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒 ごく少量。

4 1号住居 縄文土器 甕 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。 黒褐 明褐
1～ 2nllllの 黒色・白色・茶褐色

粒 ごく少量。

5 1号住居 縄文土器 浅鉢 ナデ。 丁寧なナデ。
にぶし

褐
褐
1～ 21nnlの 黒色・白色・茶褐色

粒 ごく少量。

6 1号住居 縄文土器
台付皿型

土器
ナデ。 ナデ。 橙

にぶい

橙
1～ 2nllllの 黒色 。自色・茶褐色

粒 ごく少量。

7 1号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 褐色 明褐
l mm程 度の石英粒微量。 1～ 2

nllllの 黒色・茶褐色粒微量。

2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 明赤褐 暗褐

lml以 下の石英粒 ごく少量。

1～ 2nllllの 黒色・茶褐色粒少

量。

2号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
ナデ。

ナデ。 黒褐
にぶい

褐

1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒 ごく少量。

2号住居 縄文土器 深鉢
員殻腹縁束1突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。

|こぶし

黄橙
黒褐色
1～ 2mmの 黒色・ 白色・茶褐色

粒 ごく少量。

2号住居 縄文土器 浅鉢 ナデ。
棒状工具による連

続刺突文。

にぶい

褐
にぶい

橙

1～ 3mmの 黒色 。自色・茶褐色

粒 ごく少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 橙
にぶい

橙

lnllll程 度の石英粒 ごく少量。

1～ 2nlnの 黒色・茶褐色粒 ごく

少量。

2号住居 石 器 有孔石 4.15

3号住居 縄文土器 深鉢 貝殻腹縁刺突文。 ナデ。 明褐 明赤褐
1～ 3mlnの 黒色 。自色・茶褐色

粒 ごく少量。

3号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。
ナデ。 黒褐 黒褐

l mlll程 度の黒色・白色・茶褐

色粒少量。

鋸 住居 縄文土器 深鉢 貝殻腹縁刺突文。 ナデ。
にぶい
赤褐
にぶい

赤褐

l nllll以 下の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

3号住居 縄文土器 浅鉢
貝殻腹縁刺突文。

沈線文。
ナデ。 明褐 黒褐

1～ 2mlllの 黒色・白色・茶褐色

粒 ごく少量。

得 住居 縄文土器
台付皿型

土器
沈線文。ナデ。 ナデ。 明赤褐 暗褐

lm以下の石英粒 ごく少量。
1～ 2mmの 黒色・茶褐色粒少

量。

碍 住居 縄文土器
台付皿型

土器
沈線文。ナデ。 ナデ。 明赤褐 暗褐

lnlln以 下の石英粒 ごく少量。

1～ 2nmの 黒色・茶褐色粒少

量。

得 住居 縄文土器 深鉢
員殻腹縁刺突文。
貝殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。
にぶヤ
褐
にぶい
橙
lmm程 度の黒色・白色粒微量。

5号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
貝殻条痕。ナデ。

ナデ。
にぶい
褐
にぶい

橙

lmlll以 下の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

1号土坑 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 暗褐

にぶ 0

黄橙

1～ 2nllnの 黒色・ 自色・茶褐色

粒少量。雲母少量。

1号土坑 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
貝殻条痕。ナデ。

貝殻条痕。ナデ。 橙 橙 lmln程 度の自色粒少量。

24 1号土坑 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
貝殻条痕。ナデ。

ナデ。 暗褐
にぶい

黄橙
1～ 2mmの 黒色 。自色・茶褐色

粒少量。雲母少量。

3号土坑 石器 石錘
66g・ 砂岩

9号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ハケロ。ナデ。 暗褐色 褐色
lmlll以 下の石英粒微量。 lmln以

下の黒色・茶褐色粒ごく微

量。

9号住居 土師器 甕
刻目突帯。ハケロ。
一部ミガキ。ナデ。

ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい

黄橙

色
量
白
微
黒色・茶褐色粒子 ごく

28 9号住居 土師器 甕
刻目突帯。板ナ ナデ。

にぶい

黄橙
浅黄盤

lmnl以 下の石英粒微量。 l lnm以

下の黒色・茶褐色粒 ごく微

菫董≧。

9号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙

にぶし

黄橙

lmlll程 度の石英粒微量・lmm以

下の黒色・茶褐色粒 ごく微

菫菫曇。

9号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙
にぶい

黄橙
1～ 2nlnの黒色・茶褐色粒少

量。

9号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ。

にぶい

黄橙
にぶい

黄橙

1～ 2mmの 石英粒微量。lmm程

度の黒色・茶褐色粒微量。

9号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。
スス付着。

ナデ。
にぶし

黄橙
灰

lnlln程度の石英粒 ごく少量。

lmnl程 度の黒色・茶褐色粒微
昌^

田 9号住居 土師器 甕 ナデ。木葉痕。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lnlln程 度の石英粒微量。 lmm程

度の黒色・茶褐色粒微量。

譴 9号住居 土師器 壺 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒子
ごく微量。

9号住居 土師器 士里 刻目突帯。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙
にぶし

黄橙

lmHl以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

9号住居 土師器 壷 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄欄 浅黄橙
l mm以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。
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表3 上原第1遺跡B区出土遺物観察表2
単位 :cm

出土位置 種別 器種 法量(上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色 調 胎 土 備 考

口径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

9号住居 土師器 高 杯 ナデ。 アテ。 浅黄橙 浅黄橙 lnlln以下の自色粒 ごく微量。

9号住居 土師器 椀 (16.4)
キガ
　
。

ミ

料
赤色顔 ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐 白色粒子ごく微量。

9号住居 土師器 杯 ミガキ。 ミガキ。
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
白色・茶褐色粒子ごく微量。

40 9号住居 須恵器 17R 波状文 灰 色 灰 色 lmm以下の自色粒子微量。

41 10号住居 土師器 高杯 (26.5) ミガキ。
ナデ。一部ミガ

キ。一部黒変。
浅黄橙
にぶい
黄橙
黒色 。茶褐色粒子微量。

42 10号住居 土師器 高 J7N ミガキ。 ミガキ。 浅黄橙 浅黄橙 lmm程度の黒色・茶褐色粒微量。

10号住居 土師器 高杯 15.5 9.5 1
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐 黒色・自色粒微量。

44 10号住居 土師器 高杯
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐

lmm程度の自色・黒色・茶褐色

粒微量。

45 10号 住居 土師器 鉢 ミガキ。 ミガキ。
にぶし

黄橙

にぶい
黄橙
lmm程度の黒色・茶褐色粒微量。

46 10号住居 土師器 高杯 1 ミガキ。 ナデ。
にぶし

黄橙

にぶい
黄橙

lnllll程度の自色・黒色・茶褐色

粒微量。

47 10号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 褐色 褐色

lmm程度の石英粒ごく少量。

lmm程度の黒色・茶褐色粒ごく

少量。

48 10号 住居 上師器 台付杯 7.5
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐 黒色粒子微量。

49 10号 住居 土師器 選 1
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐 黒色粒子微量。

10号住居 土師器 杯・完形 5.3
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
暗赤色 暗赤色 黒色粒子微量。

11号住居 土師器 甕 (15.5) ナデ。スス付着。 ナデ。
にぶし

橙
浅黄櫂

lmm程度の石英粒ごく少量。 1

～2mmの 黒色・茶褐色粒ごく少

量。

11号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄 浅黄
lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の黒色・茶褐色粒少量。

11号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄 浅黄
lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の黒色・茶褐色粒少量。

贅 11号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙
浅黄橙 lmm程度の茶褐色粒ごく微量。

11号住居 土師器 甕 ナデ・スス付着。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙

1～ 2mm程度の石英粒少量。

1～2mm程度の黒色・茶褐色粒

少量。

11号住居 土師器 甕 ナ デ ナ デ 浅黄橙 浅黄橙
1～2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒少量。

11号住居 土師器 甕 突帯。ナデ ナ デ 浅黄橙
にぶい

橙

1～2mmの石英粒少量。1～ 2mm
の黒色・茶褐色粒少量。

11号住居 土師器 甕 45 ナデ。スス付着。 ナ デ
|こぶし

褐
浅黄橙

lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の黒色・茶褐色粒微量。

11号住居 土師 2S 高林 ミガキ。 ナ デ 浅黄橙 浅黄橙 lmm程度の黒色・茶褐色粒微量。

11号住居 土師器 高坪
ミガキ。一部スス

付着。
ナ デ

にぶい

黄橙
黒褐 黒色・白色粒子微量。

11号 住居 土師器 高杯 ミガキ。 ナデ。
にぶい
浅黄

褐灰 1～2mmの 茶褐色粒微量 。

11号 住居 土師器 高杯 ミガキ。工具痕。 ナデ。 浅黄橙 褐灰
lmm程度の黒色・茶褐色粒ごく

微量。

11号 住居 土師器 高杯 (19.5) ミガキ。 ナデ。
にぶい

黄橙
褐灰 lmm程度の黒色・白色粒子微量。

64 11号 住居 土師器 高 17・
ミガキ。スス付

着。赤色顔料。
ナデ。 橙

にぶし

浅黄
1～ 2mlnの 茶褐色粒ごく少量。

黒色 ,自色粒子微量。

11号住居 土師器 椀
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。

明席捜

色
橙 黒色・白色粒子微量

11号住居 土師器 碗 ナデ。 ナデ。 淡黄 浅黄
lmm以下の黒色・白色粒 ごく少

量。

11号住居 須恵器 杯蓋
種l転ヘラケズリ
回転ナデ。

回転ヘラケズリ

回転ナデ。
暗灰色 青灰色 lmm程度の自色粒微量。

11号 住居 須恵器 jITN身 (12.3)
回転ヘラケズリ
回転ナデ。

回転ヘラケズリ

回転ナデ。
青灰● 青灰色 lmm程度の自色粒微量。

12号 住居 土師器 甕 (27)
ナデ。突帯。スス
付着。

ナデ・スス付着。 浅黄橙 淡黄
lmln程度の石英粒ごく少量。

1～3nm程 度の黒色・茶褐色粒

少量。

12号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 淡黄 浅黄

lmm程度の石英粒ごく少量。

1～ 2mnlの 黒色・茶褐色粒 ごく

少量。

12号 住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄機
|こぶい

黄橙

1～ 2111nlの石英粒微量。1～ 2rll

の自色・黒色・茶褐色粒少量。

12号住居 土師器 甕
板ナデ。ナデ。ス

ス付着。
ナデ・スス付着。 淡黄 浅黄橙

lmm程度の石英粒少量。1～ 31「ln

の黒色・茶褐色粒少量。
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表4 上原第1遺跡B区出土遺物観察表3 単位 :crn

No. 出上位置 種 別 器種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色 調 胎 土 備考

口径 底径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

12号住居 土師器 甕
刻日突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ・スス付着。

にぶい

黄橙
にぶし

黄橙

l mm程 度の石英粒少量。 1～ 3

mmの黒色・茶褐色粒少量。

74 12号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ。スス付着。

にぶい

黄橙

にぶし

黄橙

lmm程 度の石英粒 ごく少量。 1

～ 2nlnlの 黒色・茶褐色粒少量。

12号 住居 土師器 壺 ? (12.7) ナデ。スス付着。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm程 度の石英粒ごく少量。 2

～3mmの 黒色・茶褐色粒少量。

12号住居 土師器 (12.5) 亥1目 突帯。ナデ。 ナデ 浅黄橙 浅黄橙
lmm程 度の石英粒微量。 2～ 3
mmの黒色・茶褐色粒少量。

12号住居 土釧i器 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lnlnl程度の石英粒ごく少量。 2

～3mmの 黒色・茶褐色粒少量。

12号 住居 土師器 士霊
ナデ。若千の上げ
底。スス付着。

ナデ・スス付着。 黄橙 浅黄橙
1～ 21nlnの 黒色・茶褐色粒少

12号住居 土師器 壺 ナ デ ナデ。
にぶし

黄橙

に
'Sい黄橙

lmm程 度の石英粒ごく少量。 2

～3mmの 黒色・茶褐色粒少量。

12号住居 土師器 高lTN (19.2) ミガキ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm以 下の白色・茶褐色粒微

量。

12号住居 土師器 高不
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。

にぶい
赤褐
にぶし

橙
1～ 2mmの茶褐色粒微量。

12号住居 土師器 高杯 (19.6) ミガキ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmln以 下の黒色・白色・茶褐色

粒子ごく微量。

12号 住居 土師器 高杯 1 ミガキ。
ナデ。一部ミガ

キ。一部黒変。
浅黄橙 浅黄橙

l mm以 下の黒色 。自色・茶褐色

粒微量。

84 12号 住居 土師器 高杯
ミガキ。赤色顔

料。融着物。

ナデ。一部ミガ
キ。黒変。

明赤捜

色
黒褐色

lmm程 度の黒色・FJ色・茶褐色

粒微量。

12号住居 土師器 高外
ミガキ。赤色顔

料。融着物。

ナデ。一部ミガ
キ。

にぶし

橙
黒褐色

lmm程 度の黒色・白色・茶褐色

粒微量。

12号住居 土師器 高杯 1 ミガキ。融着物。 ナデ。 浅黄橙
にぶい

黄橙
lnlnl以 下の黒色・白色・茶褐色

粒子ごく微量。

12号住居 土師器 高杯 融着物。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 褐灰
lmm以 下の黒色・白色・茶褐色

粒子ごく微量。

12号住居 土師器 椀 12.8
板ナデ。ナデ。ス

ス付着。
ケズリ。ナデ。

にぶい

黄橙
にぶし

黄橙

l mm程 度の石英粒少量。 l mm程

度の黒色・茶褐色粒 ごく少量。

12号住居 土師器 杯 (14.3) ミガキ ナ デ
にぶい

黄橙
浅黄橙

lmm以 下の自色・茶褐色粒微

量。

12号住居 土師器 椀 (129) ナデ ナ デ 浅黄橙 浅黄橙
lmm以 下の自色・茶褐色粒微

羞嚢菫。

12号住居 土師器 杯 ミガキ。 ミガキ。 浅黄権 浅黄橙
lmm以 下の自色・茶褐色粒微

量。

12号住居 土師器 椀 ナデ。赤色顔料。 ナ デ 暗 赤 浅黄橙 l mm以 下の白色・黒色粒微量。

12号 住居 土師器 増 ナ デ ナデ。
にぶし

橙

にぶし

橙

lmm程 度の石英粒 ごく微量。

l mm以 下の黒色・茶褐色粒子 ご

く微量。

94 13号 住居 土師器 甕
亥1目突帯。板ナデ。
ナデ。

ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm程 度の石英粒少量。 2～4
mmの黒色・茶褐色粒少量。

13号住居 土師器 甕 板ナデ。ナデ ナデ。 浅黄橙 浅黄稽
lmm程 度の石英粒少量。 1～ 3

mmの黒色・茶褐色粒少量。

13号住居 土師器 甕 Z 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
l mm程 度の石英粒少量。 2～ 4
mmの黒色・茶褐色粒少量。

13号 住居 土師器 甕 (17.6)
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ。

にぶい

黄橙

にぶし

黄橙

lmm程 度の石英粒少量。1～ 3

mmの黒色・茶褐色ごく少量。

13号住居 土師器 甕 冽 ナデ。 ナ デ
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙

l mm程 度の石英粒少量。 1～ 2
mmの黒色・茶褐色粒少量。

13号住居 土師器 甕 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm程 度の石英粒微量。 1～ 3

mmの黒色・茶褐色粒少量。

100 13号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ。 暗褐色 浅黄橙 l mm程 度の石英粒少量。

13号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄機 浅黄橙
lmm程 度の石英粒少量。 1～ 3
mmの黒色・灰色粒少量。

13号住居 土師器 甕 ナデ。 ナデ。
にぶし

黄橙

にぶい

黄橙

lmm程 度の石英粒少量。 1～ 2

mmの黒色・灰色粒少量。

13号住居 土師器 高杯 1515 20.25 ミガキ。 ミガキ。 浅黄橙 浅黄橙
l mm程 度の白色・茶褐色粒 ごく

微量。

104 13号住居 土師器 高杯 ミガキ。
ナデ。一部ミガ
キ。

にぶい

黄橙
浅黄橙

1～ 2mmの茶褐色粒・白色粒子
ごく微量。

13号住居 土師 2S 高杯 l〔 7
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤 赤

lmm以 下の黒色。茶褐色粒 ごく

微量。

13号住居 土師器 増 ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄程
l mm以 下の白色・茶褐色粒 ごく

微量。

13号住居 土師器 ナデ。 ナデ。 橙 浅黄檻
lmm以 下の白色・茶褐色粒ごく

微量。

13号住居 土師器 椀 ミガキ。 ミガキ。 浅黄橙 浅黄橙 lrlm程 度の茶褐色粒 ごく微量。

109 13号住居 土師器 ネ (12.7) ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
黒色・白色・茶褐色粒子 ごく

微量。

14号住居 土師器 甕 (17.3)
ナデ。指頭圧痕。

スス付着。
ナデ。 浅黄 浅黄

1～ 2mmの石英粒少量。 1～ 3mm
の黒色、茶褐色粒ごく少量。
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表5 上原第1遺跡B区出土遺物観察表4
単位 icm

No. 出上位置 種 別 器 種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色調 胎土 備 考

口径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

14号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ IFJ色 浅黄

lmm程 度の石英粒少量。 1～ 2
nmの 黒色、茶褐色粒ごく少量。

И号住居 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ 褐色 褐色
l nlln程度の石英粒少量。 1～ 2
nlllの黒色、茶褐色粒ごく少量。

113 14号住居 土師器 甕

刻目突帯。ナデ。

指頭圧痕。スス付

着。

ナデ 暗褐色 浅黄
lmm程 度の石英粒微量。 1～ 2
nmの 黒色、茶褐色粒 ごく少量。

14号住居 土師器 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄 浅黄

lmln以下の自色・黒色粒子粒微
量。 1～ 3mmの 茶褐色粒 ごく微
量。

14号住居 土師器 ナデ。指頭圧痕。 ナデ。 浅黄 浅黄

l nlln以 下の自色・黒色粒子粒微
量。 1～ 3mmの 茶褐色粒 ごく微
量。

14号住居 土師器 〓笠 ナデ。 ナデ。 浅黄 浅黄

lmn以下の自色・黒色粒子粒微
量。 1～ 3mmの 茶褐色粒 ごく微
量。

14号住居 土師器 甕 指頭圧痕。ナデ。 ナデ。 明赤褐
にぶし

褐

1～ 2mmの 石英粒少量。 1～ 5mm
の黒色、茶褐色粒少量。

14号住居 土師器 甕 ナ デ ナデ。 浅黄橙 浅黄健
lmm程 度の石英粒 ごく少量。 1
～3mmの 黒色、茶褐色粒少量。

14号住居 土師器 甕 指頭圧痕。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄稽
1～2mmの 石英粒 ごく少量。2～
4nlnlの 黒色、茶褐色粒少量。

14号住居 土師器 高 跡 ミガキ。 ミガキ。 浅黄橙 浅黄稽
白色・黒色・茶褐色粒子 ごく

微量。

14号住居 土師器 高杯 ミガキ。 ナデ。 浅黄橙 黒褐任
白色・黒色・茶褐色粒子ごく

微量。

122 14号住居 土師器 高 ネ ミガキ。 ナデ。
にぶい

黄橙
黒褐壼
白色・黒色・茶褐色粒子ごく

微量。

123 14号住居 土師器 高台付鉢 (17.4)
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
暗赤色 暗赤奮

lmm程 度の自色・茶褐色粒 ごく

微量。

1% 14号住居 土師器 杯
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
暗赤色 暗赤任

白色・黒色・茶褐色粒子ごく

微量。

125 14号 住居 土師器 杯 (14.5) ミガキ。 ミガキ。 浅黄 浅黄
白色・黒色・茶褐色粒子ごく

微量。

126 14号 住居 土師器 士霊
刻目突帯。八ケロ。
ナデ。

ナデ。 淡黄 淡黄
lmm程 度の白色・黒色・茶褐色
粒微量。

15号 住居 土師器 鉢 l

ナデ。指頭圧痕。
日縁部にスス付着。

ナデ
にぶい
黄橙

浅黄 1～ 2mmの 石英粒 ごく少量。

15号 住居 土師器 士寛 指頭圧痕。ナデ。 ナデ。
にぶい
橙
浅黄楷
1～ 2mmの 石英粒少量。 1～ 4mm
の茶褐色粒少量。

15号 住居 土 Illli器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 淡黄 淡黄
1～ 2nunの 石英粒微量。 1～ 2mm
の黒色・茶褐色粒少量。

15号 住居 土師器 甕
刻日突帯。ナデ

スス付着。
ナデ。 褐色橙 浅黄稔

lmm程 度の石英粒微量。1～ 2
nmの 黒色・茶褐色粒微量。

15号住居 土師器 壺
刻目突帯。ナデ

スス付着。
ナデ。 浅黄橙 浅黄権

1～ 2mmの 黒色・茶褐色粒 ごく

少量。

15号住居 土師器 高杯 ミガキ。 ミガキ。 浅黄 浅黄
l mm以 下の黒色・茶褐色粒 ごく

少量。

15号住居 土師器 高不 ミガキ。 ナデ。
にぶい
褐
灰褐儘

l mm以下の茶褐色・灰色粒 ごく

微量。

11)4 15号 イI居 土師器 高塔 ミガキ。 ナデ。 浅 黄 黒 褐 1～4mmの 茶褐色粒微 景。

15号住居 土師器
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
暗赤色 暗赤色

l mm以 下の自色・茶褐色粒 ごく

微量。

15号住居 土師器 椀 11.1
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
暗赤 赤

黒色・白色粒子微量。lmm程 度
の黒色・茶褐色粒 ごく微量。

16号件居 土師器 壷 ナ 阪ナデ。 ナデ 浅黄 浅黄 1～ 2mm程度の茶褐色粒微量。

138 16号住居 土師器 士亜 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄 浅黄
1～ 3mmの 自色・黒色・茶褐色
粒ごく少量。

139 16号住居 土師器 甕 指頭圧痕。ナデ。 ナデ。
にぶし

黄橙

にぶい
黄橙
1～ 3mmの 石英粒少量。 1～ 4mm
の自色・黒色粒少量。

140 16号住居 土Hlli器 甕 ナデ。 ナデ。 浅黄
にぶい
黄橙
1～ 3mmの 石英粒少量。 1～ 4mm
の黒色・茶褐色粒少量。

16号 住居 土前:器 高杯 ナデ。 方 テ 。 浅 黄 浅 黄 雲母微量。

142 16号 住居 土師器 高不 1
ミガキ。スス付
着。

ミガキ。 浅黄 浅黄
lmm程 度の白色・茶褐色粒微
量。

1イ:3 17号住居 土師器 甕 Z 刻目突帯。
ハケロ。

ナデ。布目痕。
ナ デ

にぶし

黄橙

にぶい
黄橙
1～ 2mmの 黒色・茶褐色・白色
粒 ごく少量。

144 17号住居 土師器 甕
板ナデ。ナデ。ス

ス付着。
ナデ。

にぶし

黄橙

にぶい

黄橙
1～ 2nllnの 石英粒少量。

145 17号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ。 暗褐儘 浅黄

1～ 2nlmの 石英粒微量。 1～ 4mm
の黒色・灰色・茶褐色粒・軽
石粒少量。

lZ16 17号 住居 土師器 壺? ナデ。スス付着。
ナデ。

黒褐
にぶい

黄橙
l mm程度の黒色・白色粒微量。
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表6 上原第1遺跡B区出土遺物観察表5 単位 icm

No. 出土位 置 種別 器種 法 量 (上 :土器 下 :石器 ) 手 法 文 様 色 調 胎土 備考

口径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内 面

147 17号住居 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ。 浅黄 淡赤橙

1～ 2mmの 石英粒少量。1～ 4
mmの 黒色・灰色・茶褐色粒少

量。

148 17号住居 土師器 壷
ミガキ。赤色顔

料。

ナデ。日縁部内側

のみミガキ・赤色

顔料。

赤褐趣 浅黄 1～ 2mm茶褐色粒微量。

149 17号住居 土師器? 士笠 ナデ。 ナデ。 橙 褐灰

l mm程度の石英粒微量。1～ 2

mlnの黒色・茶褐色 。自色粒 ご

く少量。

17号 住居 土師器 高坪
ミガキ。赤色顔

料。
ナデ。 暗赤色 黒色 lmm程 度の石英粒 ごく微量。

17号住居 土師器 高杯 ミガキ。 ナデ。 浅黄
にぶし

黄橙
黒色・茶褐色・自色粒子 ごく

微量。

152 17号住居 土師器 杯
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。ナデ。赤
色顔料。

赤 褐 赤褐色
lmm程度の黒色・茶褐色 。自
色粒少量。

153 17号住居 土師器 椀
ナデ。一部赤色顔
料残存。

ナデ。
にぶい

赤褐

にぶい
黄橙
黒色・白色粒子ごく微量。

154 17号 住居 須恵器 杯蓋
回転ヘラケズリ
回転ナデ。

回転ヘラケズリ
回転ナデ。

灰 灰 自色粒子 ごく微量。

17号 住居 須恵器 坪身
回転ヘラケズリ

割転ナデ。

回転ヘラケズリ
回転ナデ。

灰 灰 自色粒子ごく微量。

17号住居 須恵器 聰 波状文 灰 灰 白色粒子 ごく微量。

18号住居 土師器 甕

刻目突帯。板ナ

デ。ナデ。スス付

着。

ナデ。
|こぶし

黄橙

にぶい

黄橙

1～ 2mmの 石英粒微量。1～ 3

mmの 黒色・茶褐色粒少量・雲

母微量。

18号住居 土師器 甕 2.5 14 刻目突帯。ナデ ナデ。 暗褐色 暗褐色
l mm程度の石英粒微量。1～ 2

mmの 黒色・茶褐色粒微量。

18号住居 土師器 壺 lC 刻日突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄稽
1～ 2mmの 石英粒少量。1～ 3

mmの 黒色 。茶褐色粒少量。

18号住居 土師器 壺 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの 石英粒少量。1～ 3

nlnlの 黒色 。茶褐色粒少量。

18号住居 土PIT器 刻目突帯。ナデ。 ナデ。
|こぶい

黄橙

にぶい

黄橙
1～ 2mmの 石英粒少量。1～ 3

mmの 黒色・茶褐色粒少量。

162 18号住居 上師器 ナデ。指頭圧痕。 ナデ・工具痕。
にぶし

黄橙

にぶい

黄橙
1～ 3mmの 石英粒少量。1～ 3

mmの黒色・茶褐色粒少量。

163 18号住居 土師器 杯 ミガキ。 ミガキ。 浅黄 浅黄
lmm程 度の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

164 18号 住居 土師器 高杯 ミガキ。 ミガキ。 浅黄 浅黄 黒色・白色粒子 ごく微量。

18号 住居 土師器 高杯 ミガキ。 ナデ 浅 黄 黄灰
黒色・白色粒子ごく微量。3

mm程 度の茶褐色粒 ごく微量。

18号住居 土師器 杯 1
ミガキ・赤色顔

料。

ナデ。一部ミガ

キ。一部赤色顔料

が残る。

赤褐 橙 黒色・白色粒子微量。

18号住居 土師器 坪 ミガキ。 ミガキ。 赤褐 赤褐
lmm程 度の石英粒・黒色・茶

褐色粒ごく少量。

6土坑 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

口唇部に指頭痕。
ナデ。 明黄褐

にぶし
黄橙
lmm程 度の石英粒少量。1～ 2

mmの 黒色・茶褐色粒少量。

6土坑 土師器 高ネ ミガキ。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶし

黄橙

黒色・白色・茶褐色粒子微

量。1～ 2mmの茶褐色粒ごく

微量。

6土坑 土師器 高 lT・ ミガキ。 ナデ
にぶい

黄橙
黒褐色

黒色・白色・茶褐色粒子微

量。1～ 2mmの茶褐色粒ごく

微量。

6土坑 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橿
lmm程 度の黒色 。自色・茶褐

色粒少量。

6土坑 土師器 甕
刻目突帯。ナデ。

スス付着。
ナデ

に
'い

い

黄橙
浅黄権

l mm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒少量。

6土坑 土師器 高杯 (18.5) (13.5) ミガキ。赤変。 ミガキ。赤変。 明赤褐 明赤褐
l mm程 度の黒色・自色・茶褐

色粒微量。

174 6土坑 土師器 甕 4.5 ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙
にぶし

黄橙

lmm程 度の石英粒少量。 1～ 2

mmの 黒色・茶褐色粒少量。

175 6土坑 土師器 坪 1〔

ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐

黒色 。自色

量。

茶褐色粒子微

包含層 縄文土器 深鉢 (27.2)
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 暗褐 暗褐

lmm以 下の自色粒少量。雲母

少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。

|こぶし

黄橙
暗褐

l mm以 下の白色粒少量。雲母

ごく微量。

包含層 縄文土器 深鉢
員殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。 暗褐 暗褐

l mm以 下の自色粒少量。雲母

少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。ナデ。

にぶい

橙
橙
1～ 2mmの 黒色・茶褐色粒 ごく

少量。

包含層 縄文土器 深鉢
刺突文。沈線文。
ナデ。

ナデ。
にぶし

褐
橙
1～ 2mlnの 白色・茶褐色粒少

量。雲母 ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢 刻目。隆線文。 ナデ。
にぶし

橙
橙
lmm以下の自色・茶褐色粒微
重菫L。

包含層 縄文土器 台付皿
口唇部に 「U」 字

状の装飾。ナデ。
ナデ。 橙 橙

lmlll以 下の黒色・自色粒 ごく

少量。雲母微量。
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表7 上原第1遺跡B区出土遺物観察表6
単位 :cm

No 出上位置 種男リ 器 種 法 量 (上 :土器  下 :石器 ) 手法・文様 色調 胎土 備 考

口径 器 島

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器画 外面 内面

包含層 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 橙 褐 灰 lmm以 下の白色粒微量。

184 包含層 土師器 壷 (10.5) 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 褐色
1～ 2mmの 石英粒少量。1～ 2mm
の黒色・白色・茶褐色粒少量。

包含層 土師器 壺 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙

1～ 2mmの 石英粒 ごく少量。

l mm程度の黒色・白色・茶褐
色粒 ごく少量。

包含層 土師器 壷 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙

lmm以 下の黒色、自色粒子微
量。 1～ 3mmの茶褐色粒 ごく少
量。

包含層 土師器 沐 (13.6)
ミガキ。赤色顔

料。

ミガキ。赤色顔

料。
赤褐 赤褐 lmm以 下の黒色・白色粒微量。

包含層 土師器 杯 (12.6)
ナデ。一部ミガ
キ。

ナデ。一部ミガ
キ。 浅黄橙 浅黄橙

lmm以下の黒色・白色粒子微

包含層 須恵23 甕
回転ナデ。一部自

然釉。

回転ナデ。一部自

然釉。
灰 灰 lmm以 下の白色粒微量。

包含層 土師器 高台付杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。 橙
にぶい
橙
1～ 2mmの 茶褐色粒ごく微量。

包含層 土師器 高台付杯 回転ナデ。 回転ナデ。 橙
にぶい

橙
1～ 2mmの 茶褐色粒ごく微量。

包含層 土師器 高台付杯 副転ナデ。ナデ。 ミガキ。 橙 黒 l mm以 下の茶褐色粒微量。 黒色土器

包含層 青磁 碗 6.2
オリー
プ灰

灰 白
lmm以下の黒色・白色粒子ごく
微量。

包含層 石 器 石匙 4.4
84g・ フォル
ンフェルス

包含層 石 器 環状石斧 (7.5)
175gフ ォル
ンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 2.5
451g・ フォ
ルンフェルス

包含層 石2S 打製石斧 (95)
104g・ フォ
ルンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 (87)
)5g。 フォル

ンフェルス

199 包含層 石 器 打製石斧
56g・ フォル
ンフェルス

包 含層 石 器 打製石′ 162g・ 頁岩

包含層 石器 打製石斧
76g・ フォル
ンフェルス

包含層 石器 打製石斧
55g。 フォル

ンフェルス

包含層 石器 磨製石斧 218g・ 砂岩
204 包含層 石 器 磨 石 416g・頁岩
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まとめ

上原第1遺跡においては縄文時代の竪穴住居跡8軒、土坑4基、古墳時代の竪穴住居跡14軒、土坑 1

基、中世の遺構として掘立柱建物跡10軒、道路状遺構1本、溝状遺構 1本、時期の特定ができなかっ

た遺構としては竪穴住居跡1軒、土坑1基、溝状遺構1本のほか多数のビットが検出された。遺物は縄

文時代後期、古墳時代、古代の遺物が出土している。

縄文時代の竪穴住居跡は計8軒の出土をみた。いずれの住居も円形を呈し、掘り込みは浅く、住居

に伴うと考えられるビットが多数検出されたが、主柱穴の確認には至らなかった。住居に伴う出土遺

物は口縁部が外反もしくは 「く」の字状を呈し、頸部に貝殻腹縁による連続束J突文を施す土器が大半

を占める。これらの土器群は市来式系の流れをくみ、後期中葉に位置付けられる丸尾式に相当すると

考えられる。縄文時代の遺物を伴う土坑についてはB区において4基出土しているが、 1、 3号土坑を

除き、いずれも小片であり図化には至らなかった。1号土坑出上の上器については住居址出土の上器

群と同じ丸尾式に相当すると考えられる。いずれの土坑も用途等は不明である。

古墳時代の竪穴住居跡は計14軒が出土した。いずれも平面形態は方形を塁し、主柱穴を確定できた

住居においては2本柱が3軒、4本柱が6軒であつた。壁面下の周溝はB区 10、 11号竪穴住居跡におい

て一部が確認され、炉跡はB区 18号竪穴住居跡でのみ確認されている。住居に伴う土器は頸部に刻目

突帯をもち口縁部が若千の内湾もしくは外反する甕など、薩摩
0大隈地方における「成川式」と呼称

される土器群の影響が想定される土器を中心とし、胴部に膨らみをもち、頸部において屈曲し口縁部

が外反する甕など宮崎平野部系の土器が混在する。須恵器については選、杯蓋、塔身等が出土し、B

区11、 17号竪穴住居跡から出土した須恵器不はTK-23、 TK-47に 相当すると考えられ、5世紀後半に

位置付けられる。住居間の接合状況としてはB区 11号、17号竪穴住居跡出土の須恵器杯蓋、 B区 16

号、 17号竪穴住居跡出土のミニチュア上器椀、 B区 15号、16号竪穴住居跡出上の小形甕がそれぞれ

接合している。その他、特筆すべき遺物としては12号竪穴住居跡より出土した高杯4点が上げられる。

これらの高杯脚部は上部に二次被熱により色調が変化しており、端部には融着物が確認でき、ふいご

の羽口としての転用が想定された。そのため鍛冶遺構の存在する可能性も考えられたが、遺構面にお

いてはそれを示すような状況は確認されていない。また図化はならなかったがB区 15号、17号竪穴

住居跡より鉄滓が出上している。

中世の遺構としては掘立柱建物跡10軒、道路状遺構1本、溝状遺構1本が出土した。掘立柱建物跡
.

については総廂をもつ4号掘立柱建物跡を中心とした建物群と捉えるのが妥当と考えられるが、個々

の建物の時期差、変遷について明確にすることはできなかった。

時期の特定のできなかった遺構として、 B区 5号土坑では縄文土器、土師器が出土しており、流れ

込みと考えられる。用途等は不明である。そのほか多数のビットが検出されているが建物等の構成は

ならなかった。

包含層出土の遺物については縄文時代においては市来式、丸尾式、北久根山式に相当すると考えら

れる土器が出土し、石器は多数の打製石斧のほか環状石斧1点が出上している。古墳時代においては

住居址群と同様の土師器、須恵器が出上し、古代の遺物は土師器の杯、高台付杯のほか、青磁も数点

出土している。
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発掘調査に至る経緯

本調査は平成4年度より平成15年度にかけて高城町大字有水において実施された、宮崎県北諸県農

林振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 0平成6年度事業実施予定地における埋蔵文化財発掘

調査である。平成5年 4月 より宮崎県文化課石川悦雄、東憲章、高城町社会教育課白谷健一の三者によ

る踏査を行い、その結果を元に協議がかさねられ、平成5年 12月 8日 より平成6年 3月 30日 にかけて発

掘調査が実施された。調査対象面積は約7.800ゴであり、調査の進行に従いA～C区の3区に設定され

た。

立地と畷境

本調査区は上原遺跡群の所在する台地上のほぼ中央に位置する。南側は上原第 1遺跡、北側は第 3

遺跡が位置している。東側は台地縁辺となり谷に面し、西側は丘陵下に位置する。南からA、 B、 C区

に設定されている。
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Aはの M鬱
層序

調査区の標高は153.50m～ 154.50mで、西側が高く東側に向け傾斜している。台地縁辺に位置し南

側は谷に面している。層序は1層・表土、2層 。高原スコリア、3層
。黒褐色土、4層 0黒褐色土、5層 0

黒褐色土、6層 0御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

Lはと又物
縄文時代の遺構として土坑2基、古代の遺構として上坑4基が出上した。時期を確定できなかった遺

構は土坑30基、溝状遺構 1本であつた。

経文時代のI憮とぽ物
1号董坑

調査区のほぼ中央西端において検出された。北西、南東側は調査区外である。平面形態は楕円形を

呈し、長径約5。2m、 短径約3.2m、 検出面からの深さ約0。 lmを測る。土坑の底面は平らで西から東に

向けやや上がる。縄文土器の小片が出土している。
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盆号虚坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長軸約1.2m、 短軸約 1.lm、 検

出面からの深さ約0。25mを測る。縄文土器の小片が出土している。

箇代のLほとは物
3号血坑

調査区の北東部において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長軸約2.05m、 短軸約1.2m、 検出

面からの深さ約0.28mを測る。土師器の小片が出土している。

4号虚坑

調査区の東北側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約0。 8m、 短径約0.6m、 検

出面からの深さ約0。3mを測る。上師器の小片が出土している。

5号血坑

調査区の東北側において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.5m、 短径約0.82m、 検出

面からの深さ約0.3mを測る。南側にビット1本を伴う。土師器の小片が出土している。

6号主坑

調査区の南東隅において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.Om、 短径約0.5m、 検出

面からの深さ約0.lmを測る。土師器5点のほか刀子 1点が出土している。

当遺構は検出面からの深さ約0.lmであるが、本来はやや高い位置、3層から掘り込まれていたと考

えられ、高原スコリア直下に位置する。

1～ 5は杯で底部から口縁部にかけ直線的にやや大きく開く。底部はいずれもヘラ切りの後ナデ調整

を施す。6は高台付杯で回縁部は大きく開き、直線的に立ち上がる。

番の他の進構

7号土坑

調査区のほぼ中央東よりにおいて検出された。平面形態は楕円形を呈し、長軸約1.7m、 短軸約1.2m、

検出面からの深さ約0。5mを測る。底面はほぼ平らである。

8号土坑

平面形態は楕円形を呈し、長径約1.4m、 短径約0。 7m、 検lTl面からの深さ約0.3mを測る。土坑の底

面は平らで西から東に向けやや上がる。

9最上筑

調査区の北側隅において検出された。平面形態は精円形を呈し、長径約1.5m、 短径約0.5m、 検出

面からの深さ約0.2mを測る。

10号土坑

調査区のほぼ中央北よりにおいて検出された。平面形態は楕円形を呈し長径約1.2m、 短径約0.84m、

検出面からの深さ約0。3mを測る。

11彎虚坑

調査区の西側隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1.3m、 短径約1.Om、 検

出面からの深さ約0.58mを浪1る。二段の掘り込みを持つ。
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12号壼筑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1.3m、 短径約0。92m、 検

出面からの深さ約0.2mを測る。3本のビットが伴う。

13号土坑

調査区のほぼ中央北より、10号土坑の北側において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し長径

約1.5m、 短径約 1.lm、 検出面からの深さ約0。3mを測る。

14号韮坑

調査区の北側隅において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約 1.4m、 短径約0.5m、 検出

面からの深さ約0,3mを測る。

15母虚坑

調査区の中央部北側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1.3m、 短径約1.Om、

検出面からの深さ約0.58mを測る。二段の掘り込みを持つ。

16号虚坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約 1.12m、 短径約0.84m、

検出面からの深さ約0.16mを測る。

17号虚坑

調査区の東北隅において検出された。平面形態は縮円形を呈し、長径約 1.14m、 短径約0.8m、 検出

面からの深さ約0.15mを測る。

18号土坑

調査区の東北隅において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約0,8m、 短径約0.5m、 検出

面からの深さ約 0。lmを測る。

19号土坑

調査区の北側隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約 0。 66m、 短径約0.48m、

検出面からの深さ約0.26mを測る。二段の掘り込みを持つ。

20号土坑

調査区の北側隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約 1。 12m、 短径約 0。64m、

検出面からの深さ約0.16mを測る。

21号血坑

調査区の東側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1.44m、 短径約0,7m、 検出

面からの深さ約0.34mを測る。

22号血坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約 1.24m、 短径約 0。9m、 検

出面からの深さ約0。2mを測る。

23号血坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は精円形を塁し、長径約1.78m、 短径約0.96m、
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検出面からの深さ約0.3mを測る。

24彎血坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は不整円形を塁し、径約0。8m、 検出面からの深さ

約 0。28mを測る。二段の掘り込みを持ち、南西側は後世の攪乱により破壊されている。

25母韮坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約0.88m、 短径約0。66m、

検出面からの深さ約0。7mを測る。

食6号堂筑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は不定形を呈し、長径約1.4m、 短径約0.9m、 検出

面からの深さ約0。lmを測る。

27号血坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.38m、 短径約0。88m、

検出面からの深さ約0.2mを測る。

28号虚坑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し、長径約1.42m、 短径約0.88m、

検出面からの深さ約0。12mを波Iる。

29号土坑

調査区の北西lrlにおいて検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1.18m、 短径約0。86m、

検出面からの深さ約0。4mを測る。

30号血坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は長楕円形を呈し、長径約1.5m、 短径約0.6m、 検

出面からの深さ約 0。25mを測る。北側にビット1本を持つ。

31号虚坑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.12m、 短径約0。7m、 検出

面からの深さ約0.84mを測る。

32号土坑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し、長径約 1.04m、 短径約0.7m、

検出面からの深さ約0.6mを測る。

33号血坑

調査区の北東 ll「uにおいて検出された。平面形態は不整円形を呈し、径約0。7m、 検出面からの深さ約

0.841■ を没1る。

34号菫坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は不整形を呈し、長径約1.12m、 短径約 0。9m、 検

出面からの深さ約 0。74mを測る。土器の小片数点が出土している。
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第 11図 A区溝状遺構実測図 (1/40)

35号血坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約0.9m、 短径約 0。 7m、 検

出面からの深さ約0.4mを測る。南側にピット1本を持つ。

36号血坑

調査区の南東隅において検出された。平面形態は円形を呈し、長軸約 1。 3m、 短軸約 lm、 検出面か

らの深さ約0.6mを測る。土器の小片が出上している。

37号血坑

調査区の南東部において検出された。平面形態は長楕円形を呈し、長軸約1.8m、 短軸約 1.2m、 検

出面からの深さ約0.6mを測る。土器の小片が出土している。

1号溝 1犬遺鸞

調査区のほぼ中央西側において検出された。幅約 0。9mを測り、長さは北西から南東にむけ約2.2m

が確認された。北西側、南東側ともに調査区外である。
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単位表8 上原第2遺跡A区出土遺物観察表

第 13図 A区包含層出土須恵器実測図 (1/4)

No 出上位置 種別 器種 法量(上 :土器 下 :石器) 手 法 文様 色 調 胎 土 備考

口径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

1 6号土坑 土師器 不 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mln以下の黒色、自色、茶褐

色粒少量

2 6号土坑 土師器 lT・ 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以 下の黒色、自色、茶褐

色粒ごく少量。

6号土坑 土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の自色、茶褐色粒 ご

く少量。

6号土坑 土師器 杯 12.1 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の黒色、自色、茶褐

色粒微量。

5 6号土坑 土師器 坪 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mln以 下の黒色、白色、茶褐

色粒微量。

6 包含層 上師器 甕 板ナデ。ナデ。
口縁部板ナデ。
ナデ。

浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの黒色・白色・茶褐
色粒少量。

7 包含層 土師器 甕 ナデ。 ケズリ。ナデ。
にぶい

黄橙
にぶい

黄橙
1～ 3mmの黒色・白色・茶褐
色粒少量。

包含層 土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶし

橙
橙

1■m以下の黒色・白色・茶褐

色粒ごく微量。

包含層 土師器 杯 (12) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
l mm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒ごく微量。

表採 土師器 杯 (5.5) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶし
橙
にぶし

橙

l mm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

包含層 土師器 LTN (55) 回転ナデ。ナデ 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

包含層 土師器 杯 (4.5) 回転ナデ。ナデ。 巨1転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒 ご

く微量。

包含層 土師器 杯 (11.9) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒微

量。

包含層 土師器 不 (5.8) Enll転 ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶい

橙
橙
l mm以 下の黒色・白色粒ごく

微量。

包含層 土師器 杯 56 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶい

橙

にぶし

橙
lmm以 下の黒色粒子微量。

包含層 土師器 外 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 橙 橙
lmm程 度の黒色・茶褐色粒 こ

く少量。

包含層 土師器 外 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
|こぶい

橙

にぶい

橙
l mm以 下の黒色粒ごく微量。

包含層 土師器 坪 (7.8) 回転ナデ。ナデ 回転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒ごく微量。

包含層 土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶい

橙
にぶい

橙
lmm以 下の黒色・白色・茶褐

色粒ごく微量。

包含層 土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 EHEl転 ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～ 2mmの黒色・茶褐色粒 ご

く少量。

包含層 土師器 lTN (6.4) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶい

橙

にぶい
橙

l mm以 下の黒色・白色・灰色

粒子ごく微量。

包含層 土師器 杯 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。
にぶい
橙
にぶい

橙

l mm以 下の自色・灰色・茶褐

色粒ごく微量。

包含層 土師器
高台付

鉢
(7.5) 回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。

|こぶし

橙

にぶし

橙

l mm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒少量。

劉 包含層 土師器
高台付

杯
回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。

にぶし

橙
淡橙
1～ 2mm程度の黒色 。自色・

茶褐色粒少量。

包含層 土師器
高台付

杯
回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。 浅黄橙 浅黄橙

lmm程 度の黒色・白色・茶褐

色粒微量。

包含層 土師器
高台付

杯
回転ナデ。ナデ。 回転ナデ。ナデ。

にぶし

橙

にぶし

橙

l nlm程度の黒色・白色・茶褐

色粒ごく少量。

包含層 黒色土器
局育 4可

杯
回転ナデ。ナデ。 ミガキ 浅黄機

l mm程 度の黒色・茶褐色粒微

量。
黒色土器

包含層 須恵器 壺 (13.5)

回転ナデ。格子目
タタキ。タテ方向
のケズリ。

回転ナデ。ナデ。 灰 灰 lmm以 下の白色粒 ごく微量。

包含層 須恵器 甕 回転ナデ。ナデ 回転ナデ。ナデ。 灰 灰 lmn以 下 の Itl色 粒 ごく微量。
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BMの M径
層序

調査区の標高は153.50m～ 155。 75rnで、西側が高く東側に向け傾斜している。層序は1層・表土、

2層 。高原スコリア、3層・黒褐色土、4層・黒褐色土、5層 0黒褐色土、6層
0御池軽石である。調査

以前は畑地として利用されていた。

L構とぽ物
縄文時代の遺構として土坑8基が出土し、時期を確定できなかった遺構は土坑8基、溝状遺構2本で

あった。

縄文時代のI鸞
1号土坑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.3m、 短径約1.Om、

検出面からの深さ約0。3mを測る。縄文上器が出土している。

1は浅鉢口縁部で回唇部に突帯を施す。2は浅鉢で回縁部内外に一条の沈線をめぐらせ、日唇部にリ

ボン状突起を持つ。

2号董坑

平面形態は円形を呈し、長径約1.2m、 短径約1.Om、 検出面からの深さ約017mを測る。東側にビッ

ト1本を持つ。縄文土器が出土している。

3、 4共に直線的に立ち上がり口縁部が大きく開く浅鉢と考えられる。

3彎土坑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長軸約1,3m、 短軸湾約1.Om、

検出面からの深さ約0.15mを測る。2本のビットを持つ。縄文土器の小片が出上している。

4号童坑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1,4m、 短径約1.2m、

検出面からの深さ約0.5mを測る。縄文上器、打製石斧、景1片が出土している。

5は深鉢で日唇部にリボン状突起をlヶ所のみもつ。焼成後内外両面より穿孔を施す。補修孔と考え

られる。

5母土坑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は楕円形を呈し長径約1.5m、 短径約0。 8m、

検出面からの深さ約0.4mを測る。4号土坑と切りあっている。縄文土器の小片が出土している。

6号血筑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は楕円形を呈し長径約1.7m、 短径約0.8m、

検出面からの深さ約0.4mを測る。5号土坑と切りあっている。縄文土器の小片が出土している。

7彎血坑

調査区の北西側において検出された。北西側は調査区外である。平面形態は不整楕円形を呈し現存
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第17図 B区 1・ 2・ 4・ 8号土坑出土土器拓影図(1/3)

長約 1.Om、 短径約0.7m、 検出面からの深さ約0.3mを測る。ビットを 1本持つ。縄文土器の小片が出

土している。

8号土坑

南側調査区の北東において検出された。平面形態は円形を呈し、長径約1.5m、 短径約1.lm、 検出

面からの深さ約0.3mを測る。ビットを 1本持つ。6は深鉢口縁部である。貝殻腹縁による連続刺突文

を施す。

その他の遺構

9号土坑

調査区の南端において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.9m、 短径約1.2m、 検出面

からの深さ約0.2mを測る。

10号土坑

平面形態は不整円形を呈し、長径約1.3m、 短径約1.3m、 検出面からの深さ約1.Omを測る。
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11号韮坑

調査区の北東側において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し長径約3.8m、 短径約 1.8m、 検

出面からの深さ約0.4mを沢1る。10本のビットを持つ。

12号血筑

調査区のほぼ中央南側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長軸約1.Om、 短軸約0。9m、

検出面からの深さ約0.2mを沢1る。中央西側にピット1本を持つ。

13号血筑

調査区の南側において検出された。平面形態は不整円形を皇し長径約 0。 9m、 短径約0.8m、 検出面

からの深さ約0.3mを測る。

14号童坑

調査区の北東側において検出された。平画形態は不整円形を呈し長径約1.lm、 短径約0.8m、 検出

面からの深さ約0.8mを測り、二段の掘り込みを持つ。

15母血坑

調査区のほぼ中央西側において検出された。平面形態は長円形を呈し、長径約2.2m、 短軸約0。7m、

検出面からの深さ約0。 15mを測る。4本のビットと中央北側に硬化面を持つ。
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16号血筑

調査区の南側において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.4m、 短径約0。 7m、 検出面

からの深さ約0。lmを測る。土坑の底面は平らで土器片が出土している。

1彎鶯 1犬遺構

調査区の北側隅において検出された。幅約0.9mを測り、長さは南北方向にむけ約2.2mにわたる。

北側は調査区外である。

2号Ml犬遺鸞

調査区の南側において検出された。幅約1.3mを測り、長さは約2m、 南から西へとほぼ90度 に曲が

る。南側及び北側は調査区外である。

表9 上原第2遺跡 B区出土遺物観察表
単位 :crn

No. 出上位置 種 別 器 種 法量(上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色調 胎 土 備 考

El径 底径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

1 1号土坑 縄文土器 浅 鉢 突帯。ナデ。 ナデ。 赤褐 暗赤褐 1～ 2mnlの 黒色・白色粒少量。

2 1号土坑 縄文土器 浅鉢
リボン状突起。ミカ
キ。スス付着。

ミガキ。 灰黄褐 褐灰
lmm以下の自色粒ごく少量。

雲母微量。

3 2号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 工具ナデ。 暗褐
にぶい

褐

lmm程度の石英粒微量。lmm程

度の黒色粒ごく少量。雲母微

量。

2号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。
にぶい

黄褐
灰黄褐

lmm以下の石英粒微量。1～2

mmの黒色・白色・茶褐色粒少

量。

5 4号土坑 縄文土器 深鉢

リボン状突起。穿

孔・ケズリー部ミス

キ。スス付着。

ヨヨナデ。一部ミカ
キ。

浅黄橙 浅黄

lmm程度の石英粒少量・1～2

mmの黒色・自色・茶褐色粒、

雲母微量。

8号土坑 縄文土器 深鉢
ナデ。貝殻腹縁刺勢
文。スス付着。

ナデ
にぶし

橙

にぶい
褐
lmm以 下の黒色・白色粒ごく多

量。

包含層 縄文土器 深鉢
ナデ。貝殻腹縁刺突
文。スス付着。

ナデ。
にぶい

褐

にぶい
橙
lmm以 下の黒色・茶褐色粒ごく

少量。雲母ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢
ナデ。貝殻腹縁刺突
文。スス付着。

ナデ。 暗赤褐
にぶい

赤褐

lmln以下の石英粒微量。 lmnl以

下の自色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。貝殻腹綱

刺突文。
ナデ。貝殻条痕。 暗赤褐

にぶい

赤褐

lmm以 下の黒色・白色粒ごく少

量。雲母微量。

包含層 縄文土器 深鉢
ナデ。貝殻腹縁刺委
文。

ナデ。
にぶい
橙
にぶし

橙

lmm以下の石英粒ごく少量。

lmm程度の自色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。ス

ス付着。
ナデ。 暗褐

にぶい

褐

lmm以下の石英粒微量。lmm以

下の自色粒微量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻条痕。貝殻腹錫

刺突文。スス付着。
ナデ。貝殻条痕。 褐 明赤褐

lmm以下の白色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 縄文土器 ナデ。沈線文。 貝殻条痕。
にぶい

赤褐

にぶい
赤褐
lmm以下の石英粒微量。 lmm以

下の白色粒微量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ナデ。
ナデ。沈線文。東J鉄
文。

にぶい

赤褐

にぶい

赤褐
lmm以下の自色粒微量。

包含層 縄文土器
台付皿

型土器
ナデ。 ナデ。 明褐 暗褐

lmm程度の石英粒少量。lmm以

下の自色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢 (8.5) ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙
灰黄褐
1～2側の石英粒少量。1～2mm

の黒色・茶褐色粒少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ。スス付着。ナデ。
にぶい

黄掲

におくい

黄橙

1～2mmの 石英粒少量。1～ 2mm
の黒色・茶褐色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 橙
にぶし

橙

lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の黒色・茶褐色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙
1～ 2mmの 黒色・白色。茶褐住

粒少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。
にぶし

褐
褐灰
lmm以下の白色・茶褐色粒ごく

微量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。
にぶい

黄褐

にあくい

黄橙

lmm程度の黒色・茶褐色粒ごく

微量。
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第21図 C区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)

C区の調査
層序

調査区の標高は152.75m～ 153.75mで、南側が高く北側に向け傾斜している。台地の縁辺に位置

し北側は谷に面している。層序は1層・表土、2層・高原スコリア、3層・黒褐色土、4層
0黒褐色土、

5層・黒褐色土、6層・御池軽石である。調査以前は畑地として利用されていた。

遺構と遺物

縄文時代の遺構として竪穴住居跡1軒、弥生時代の遺構として竪穴住居跡1軒が出土した。

縄文時代の遺構

1号竪穴住居跡

調査区の南側において検出された。平面形態は円

形で、直径約3.4m、 短径約3.5m、 検出面からの深

さ約0。2mを測る。北側は調査区外となる。床面は

ほぼ平坦で、中央に長径約lm、 短径約0。7m、 床面第22図 C区 1号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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からの深さ約0.5m。 長径約 lm、 短径約0.6m、 床面からの深さ約0.6mの土坑2基をもつ。ピットは計

6本が確認された。 1は浅鉢口縁部である。やや外反しながら大きく開き、日縁部には1条の沈線文を

施す。2は凹石である。上下両面中央に敲打による凹みをもつ。石材は頁岩である。3は石鏃である。

平面形態は二等辺三角形を呈し快りの浅い凹基である。石材はチャー トである。

2 (1/3)

鸞
3(1/1)

第23図 C区 1号竪穴住居跡出土石器実測図

第24図 C区 2号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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弥生時代の遺構

2号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央、南よりにおいて検出された。平面形態は方形で、長軸約4.5m、

さ約0.3mを測る。東側半分は調査区外となる。ビットは計3本が確認された。

第25図 C区包含層出土土器拓影図 (1/3)

検出面からの深

フ

∠

6 (3/4)

第26図 C区包含層出土石器実測図 (1/3)
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表10 上原第 2遺跡 C区出土遺物観察表
単位 :cm

No. 出土位置 種別 器種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手法・又様 色調 胎 土 備考

口径 底 径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

1 1号住居 縄文土器 浅鉢 ナデ。 ナデ。 却
競
鍛
齢

lmlll以下の自色粒少量。

1号住 居 石器 鵬 石 7.35 2.lkg・ 頁着

1号倖 居 石 器 石 鏃 lg・ チャ一ヽト

包含層 縄文土器 深鉢
ナデ。貝殻腹縁刺鉄
文。

ナデ。貝殻条痕。
ぶ

橙

ぶ

橙
lmm以下の自色粒少量。

包含層 縄文土器
台付皿型

土器
ナデ。 ナデ。 明赤褐

ぶ

橙
lmnl以下の自色粒少量。

包含層 石器 石匙 7g・ 員岩

7 包含層 石 器 打製石斧 125g。 砂岩

包含層 石 器 打製石斧 9.15
113g・ フォノ
ンフェリレス

包含層 石器 打製石斧
238g・ フォル
ンフェルス

包含層 石器 磨製石斧
271g・ フォル
ンフェルス

まとめ

上原第2遺跡においては縄文時代の竪穴住居跡1軒、土坑12基、弥生時代の竪穴住居跡1軒、古代の

土坑4基、時期を特定できなかった遺構として土坑38基、溝状遺構3本が検出された。遺物は縄文時

代後期、晩期、古墳時代、古代の遺物が出土している。

縄文時代の竪穴住居跡についてはC区において 1軒のみの出土であった。平面形態は円形を呈し、

掘り込みは浅く、中央より土坑2基が出上している。ビットは計6本が検出されたが主柱穴の確定はで

きていない。土坑についてはA区で4基、B区で8基が検出されたが、形態は様々であり用途は不明で

ある。B区 8号土坑では後期中葉に位置付けられる市来式系の草野式土器と考えられる土器が出土し、

1、 2号土坑では精製土器・粗製土器の浅鉢が出土しており、縄文時代晩期に位置付けられると考えら

れる。

弥生時代の遺構としてはC区において竪穴住居跡1軒が検出された。平面形態は方形を呈すると考え

られ、ビットは計3本が確認されている。

古代の遺構としてはA区より土坑4基が検出された。いずれも用途は不明であるが、6号土坑につい

ては完形の杯、高台付杯、刀子が出土し、概報において土坑墓の可能性が指摘されている。6号土坑

は10～ 13世紀にかけての降下と考えられている高原スコリア直下層において検出され、出土土師器

については口径 。器高に比べ底径が小さいという器形を呈し9世紀末から10世紀初頭に位置すると考

えられる。

時期の特定のできなかった遺構として、A区において土坑30基、溝状遺構 1本、 B区において土坑8

基、溝状遺構2本が検出された。また全ての調査区において多数のビットが検出されているが建物等

の構成はならなかった。

包含層出土の土器については縄文土器が市来式系の丸尾式土器を中心に、後期中葉から晩期にかけ

ての出土をみた。石器は石匙、石斧等が出土している。古代の土師器は包含層からも多数の出土があ

り、 20、 21、 22の ように9世紀後半から10世紀前半にかけて盛行するとされる円盤高台土器も確認

され、また須恵器では9世紀代に位置すると考えられている二重口縁を呈し、肩部に突帯及び縦耳を

施す壷も出土している。
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第 1図 上原第 3遺跡調査区位置図 (1/5,000)

襦掘調査に至る経緯

本調査は平成4年度より平成15年度にかけて高城町大字有水において実施された、宮崎県北諸県農林

振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 。平成6年度事業実施予定地における埋蔵文化財発掘調

査である。細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城町耕地課(現農村整備課 )、 宮崎県教

育庁文化課、高城町教育委員会社会教育課による協議の結果、平成6年9月 1日 より平成3年 1月 20日 に

かけて発掘調査が実施された。調査対象面積は約10,000ぶ であり、調査の進行に従いA～D区の4区

に設定された。

立地 とM境
本調査区は上原遺跡群の所在する台地の北端に位置する。北は雁寺第2遺跡が在する台地へと続き、

南は上原第2遺跡の在する台地中央へと続く。台地中央にA区が位置し、A区の北側にB区、A区の

ヽ
＼
　
　
〉
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第 2図 C区土層断面図 (1/50)

西側にB区、 B区の西側にD区が位置する。

選序

本遺跡の基本土層はC区北側東―西壁にて確認した土層堆積において代表させる。上層断面図に見

られる攪乱の多くは後世に芋貯蔵穴を掘削したさいのものである。

1 耕作土
2 高原スコリア
3 黒褐色土   高原スコリアを含む。Hue10YR3/2
4 黒褐色土   御池軽石をごく少量含む。Hue10YR3/2

5 黒褐色土   御池軽石を多量に含む。御池軽石含有量は下層に向かい増加する。Hue7.5YR 2/1

6 御池軽石
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第 3図 A区遺構分布図 (1/600)
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第 4図 A区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)

鸞9 (3/4)

第 5図 A区 1号竪穴住居跡出土石器実測図 (1/3)
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A区の調査
層序

調査区の標高は153.50m～ 157.75mで、

土、2層・高原スコリア、3層・黒褐色土、

調査以前は畑地として利用されていた。

遺構と遺物

A区においては縄文時代の竪穴住居跡4軒、

ビット多数が検出された。

マ

第 6図 A区 1号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

北東側が高く南側に向け傾斜している。層序は1層 0耕作

4層・黒褐色土、5層・黒褐色土、6層・御池軽石である。

土坑1基、古代の掘立柱建物跡1軒、

-109-
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第 7図 A区 2号堅穴住居跡実測図 (1/40)
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第 8図 A区 2号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

縄文時代の遺構と遺物

1号竪穴住居跡

調査区のほぼ中央西端において検出された。平面形態は隅丸方形と考えられ、一辺約3m、 検出面

からの深さ約.02mを測る。床面はほぼ平坦で、東北側に不整円形を呈し長径約0.6m、 短径約0.4m、

床面からの深さ約0。3mの土坑をもつ。床面はほぼ平坦で、ビットは計15本が確認されている。埋土

中より縄文土器が出土している。

1は底部付近で屈曲しやや開き気味に立ち上がる浅鉢と考えられる。外面に一条の突帯を施す。2は

深鉢で頸部において屈曲し口縁部は外反する。内外面ともにミガキを施す精製土器である。3、 4共に

小型の浅鉢でいずれも底部付近で屈曲し、3はやや外反しながら、4は内湾しながら立ち上がる。5は

胴部において屈曲し、日縁部が大きく開く大型の浅鉢と考えられる。6は胴部において屈曲し、外反

しながら立ち上がる浅鉢の回縁部である。波状口縁で端部に突帯を施し肥厚させる。焼成後に施した

穿孔を有する。 7、 8は孔列文土器である。いずれも穿孔は貫通していない。7は深鉢、 8は浅鉢口縁
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第 9図 A区 2号竪穴住居跡出土石器実測図 (1/2)
第 10図 A区 2号竪穴住居跡出土垂飾実測図 (1/1)
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第 11図  A区 3号竪穴住居跡実測図 (1/40)

-111-



第12図 A区 3号竪穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

0

第13図 A区 3号堅穴住居跡出土石器実測図 (1/1)

部と考えられる。9はつまみ部を欠損した縦型の石匙と考えられる。左右の両長辺に刃部を作り出す。

石材は頁岩である。10は打製石斧である。下半を欠損し、背面の一部を磨いている。石材は砂岩であ

る。11は高支石である。石材は砂岩で被熱により全体的に赤化している。

2号堅穴住居跡

調査区の北端において検出された。北側は調査区外である。平面形態は方形と考えられ、一辺約3m、

検出面からの深さ約0.5mを測る。床面はほぼ平坦で、西側に壁面を掘り込んだ張り出し状の段を持つ。

ビットは計2本が確認されている。埋土中より縄文土器とスクレイパー1点の他、垂飾 1点が出土して

いる。15は床面付近からの出土である。

13、 12は深鉢口縁部で、横位の二本の沈線文間に貝殻腹縁による縦位の連続刺突文を施す。 15、

14、 16は棒状工具による横位の沈線文及び刺突文を施す。14は口縁部、他は胴部である。17はスク

ブ

ー

４

月
‐Ｉ
Ｌ

写
冒

ハ
ーーー
‐―‐
＝
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ツ
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レイパーである。石材は頁岩である。18は垂飾である。上半部に穿孔、周縁に刻み、下半部に周縁の

刻みから続く「×」状の線刻を施す。また側面下半には溝を巡らせる。石材は頁岩である。

3号Ω穴催鸞跡

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は円形を塁し、直径約4.2m、 検出面からの深さ約

0.3mを測る。壁面に沿って計10本のビットが確認された。また床面のほぼ中央より焼土が検出され

ている。理土中より縄文土器が出土している。

19は回縁部がやや外反し、わずかに肥厚する。日唇部は平坦に仕上る。貝殻腹縁による刺突文を施

す。20は内湾する日縁部で沈線文及び貝殻腹縁による連続刺突文を施す。21、 22は日縁部がノミの

刃状に肥厚する。日唇部は平坦に仕上げ、沈線文を施す。23は浅鉢口縁部と考えられる。24は深鉢

胴部で沈線文を施す。25は深鉢底部で網代痕を有する。26は石鏃で平面形態は二等辺三角形を呈し

挟りの浅い凹基である。石材はチャー トである。

第 14図  A区 4号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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第15図 A区 4号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)

4号竪穴住居跡

調査区の南側において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し、長径約4。 9m、 短径約4m、 検出

面からの深さ約 0。4mを測る。ビットは計17本が確認された。床面のほぼ中央に不整楕円形を呈し、

長径約1.6m、 短径約0.9m、 検出面からの深さ約0。2mを測る土坑を持つ。この土坑の上部には焼土が

広がっていたとされる。縄文土器が出土している。

27は深鉢で口縁部がノミの刃状に肥厚する。日唇部は平坦に仕上げ、沈線文を施す。日縁部には上

下三段に貝殻腹縁による連続刺突文を施す。28は黒色磨研土器の深鉢で頸部において屈曲し回縁部は

外反しながら大きく開く波状口縁である。日唇部は肥厚し沈線文、磨消縄文を施す。また胴部上半に

沈線文、磨消縄文による文様帯をもつ。

1号土坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約0。 9m、 検出面からの深さ約

0.6mを測る。縄文土器の小片が出土している。

古代の遺構

1号掘立柱建物跡

調査区の南側において検出された。主軸方向はN-88° ―Eを とる。1間 ×2間の側柱式の掘立柱

建物になると考えられる。梁行約1.8m、 桁行約3.2mを測る。柱穴の平面形態は円形を呈し、直径は

約10～ 20cm、 検出面からの深さは約10～20cmを測る。柱穴の埋土は高原スコリア混じりの茶褐色

土とされる。
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第 16図 A区土坑実測図 (1/40)
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第 17図 A区 1号掘立柱建物跡実測図 (1/100)

9号 トレンチにおいて検出された。平面形は楕円形を呈

の深さ約0,3mを測る。二段の掘り込みをもつ。
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第18図 A区包含層出土土器拓影図 (1/3)
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表11 上原第3遺跡A区出土遺物観察表 1

第19図 A区包含層出土土器実測図 (1/3)

No. 出土位置 種別 器種 ほ量(上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色調 胎土 備考

□ 径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内 面

1 1号住居 縄文土器 浅鉢
ナデ。突帯。スス

付着。
ナデ。 榔

競
にぶい

黄橙

l mnl程度の石英粒少量。 lmlnの

自色・茶褐色粒少量。

2 1号住居 縄文土器 深鉢 ミガキ。 ミガキ。 褐灰 褐灰
l nlnl程 度の石英粒少量。 l mlnの

黒色 。自色・茶褐色粒少量。

3 1号住居 縄文土器 浅鉢 (16.5) ナデ。 ナデ。 浅黄櫂
にぶい

黄橙

l nml以下の黒色・茶褐色粒少
董轟[。

4 1号住居 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ
にメヽし

橙

にぶい

橙

l mln程度の石英粒ごく少量。
l mnl程度の自色・茶褐色粒少
量。

5 1号住居 縄文土器 浅鉢
ナデ。突帯。穿
孔。スス付着。

ミガキ。 却
離

褐灰
1鰤程度の黒色・白色・茶褐色
粒少量。雲母微量。

6 1号住居 縄文土器 浅鉢
孔列文。ナデ。ス
ス付着。

ナデ。スス付着。
に,ヽし:

黄橙
黒褐

lmull程度の石英粒少量。1～ 2
nullの 自色・茶褐色粒少量。

7 1号住居 縄文土器 深鉢 ナデ。孔列文。
ミガキ。一部ナ

ア 。

に,ヽし:

黄橙
褐灰 1～ 2mllの 自色・黒粒少量。
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表12 上原第3

|      |

陶Qゅ  し
A区包含層出土石器実測図2(1/3)

60

第21図

遺跡A区出土遺物観察表2
単位 :cm

No. 出土位置 種別 器 種 法量 (上 :土器 下 :石器) 十 砥 ・ 又 様 色 調 胎 土 備 考

口径 底 径 器高

最大長 最大幅 最大厚 71・器面 内器面 外 面 内 面

1号住居 縄文土器 浅鉢
ナデ。孔列文。ス
ス付着。

ナデ。ハケロ。 褐 灰 浅黄橙
lnlln程度の石英粒少量。lmmの

黒色 。自色 。茶褐色粒少量。

1号住居 石器 石 匙 6g。 百 岩

1号住居 石 器 丁製石斧

l号 住 活 石 器 凹 石 12.2

2号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁

刺突文。ナデ。ス

ス付着。

貝殻条痕。
にぶい
黄橙
にブヾい

黄褐
lmlll程度の自色粒ごく少量。

雲母少量。

2号住居 縄文土器 深鉢

沈線文。貝殻腹縁

刺突文。ナデ。ス

ス付着。

ナデ。
にぶし
橙

橙
lnlln以下の黒色 。自色・茶褐色
粒少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙
|こぶし

黄橙
lmm程度の黒色・茶褐色粒少量|

2号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
|こぶい

黄褐

にぶし

黄褐

lmm以 下の自色・茶褐色粒ごく

少量。雲母少量。

2号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 粗いナデ。
|こぶい

黄褐

|こぶし

黄褐
lmm程度の黒色・茶褐色粒少量|

2号住居 石器
スクレイ
パ
‐―

63g・頁岩

2号住居 石 器 垂 飾 線刻。穿孔。 線刻。穿孔。 6g・ 頁 岩

3号住居 縄文土器 深鉢
員殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
貝殻条痕。

にぶい
黄橙
にぶし

黄橙

1～ 21nm程度の茶褐色粒ごく少
奎嚢董。

3号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

沈線文。ナデ。
貝殻条痕。

にぶい
黄橙

|こぶし

黄橙

lnun程度の自色・茶褐色粒少量,

雲母少量。

3号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙

にぶし

黄橙

1～ 2mlllの 自色・茶褐色粒少量。

雲母少量。
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表13 上原第3遺跡A区出土遺物観察表3
単位 :cm

No. 出上位置 種別 器種 法量 (上 :上器 下 :石器) 手法 文様 色 調 胎 土 備 考

口 径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

3号住居 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙

にぶい
黄橙
lmm以下の黒色・白色・茶褐色

粒ごく少量。

3号住居 縄文土器 浅鉢?
沈線文。磨消縄
文。ナデ。

貝殻条痕。
にぶい

黄橙

にぶい
黄橙
lmm程度の自色・茶褐色粒少量

雲母少量。

24 3号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。磨消縄
文。ナデ。スス付着。

ナデ。
にぶい

黄橙

にぶい

黄橙

lmm程度の自色・茶褐色粒少量
`

3号住居 縄文土器 深鉢 網代痕。 ナデ。
にぶし

黄橙

にぶい

黄橙

lmm程度の黒色・白色・茶褐色

粒少量。雲母微量。

3号住居 石 器 石鏃 lg・ 黒曜石

4号住居 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。
ナデ。スス付着。

にぶい
黄橙
にぶい

黄橙
lmm程度の黒色・白色・茶褐色

粒少量。雲母微量。

4号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。

磨消縄文。ミガキ。
ミガキ。

|こぶい

黄橙

にぶい

黄橙
1～ 2mmの黒色・白色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
にぶい

黄橙
にぶい

黄橙

1～2mmの 黒色・自色・茶褐色

粒少量。

包含層 縄文土器 深 鉢
沈線文。員殻 1夏縁

刺突文。
ナデ。

にぶい

黄橙

にぶい
黄橙
lmm程度の黒色・白色・茶褐色

粒ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。

貝殻条痕。ナデ。

貝殻条痕の上をナ にぶし

黄橙

にぶい

黄橙
lmm以下の茶褐色粒少量。

包含層 縄文土器 深鉢

短沈線文。貝殻腹

縁刺突文。貝殻条

痕。ナデ。。

ナデ。貝殻条痕。
にぶい
黄橙
にぶい

黄橙
lmm以下の白色・茶褐色粒少量

雲母微量。

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。
ナデ。

ナデ。
にぶい

黄橙
にぶし

黄橙

lnlnl以下の黒色・白色・茶褐色

粒微量。

34 包含層 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。
|こぶい

黄橙

にぶい

黄橙

lmm以下の石英粒ごく少量。

1～2mmの黒色・自色粒ごく少

量。

包含層 縄文土器 浅鉢
沈線文。 リボン状

突起。ミガキ。
ミガキ。

にぶい
黄橙
にぶい

黄橙
lmm以下の白色粒ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢
沈線文。刺突文。

磨消縄文。ミガキ。
ミガキ。

にぶい

黄橙
にぶい

黄橙
lmm以下の自色粒少量。

包含層 縄文土器
台付皿型

土器

沈線文。磨消縄

文。
ナデ。

にぶし

黄橙

にぶい

黄橙

1～2mmの石英粒少量。1～2mm

の黒色・曲色粒少量。

包含層 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 黄橙 黄橙
lmm程度の黒色粒、1～3mmの茶

褐色粒少量。

包含層 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
lmm程度の黒色・白色・茶褐色

粒少量。

40 包含層 土師 23 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～2mmの黒色・白色・茶褐色

粒少量。

包含層 土師器 甕 刻目突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 浅黄橙
1～2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒少量。

2 包含層 土師器 甕 (26.4)
格子ロタタキ。ナ ナデ。ケズリ 浅黄橙 浅黄橙

1～2mmの 黒色・白色・茶褐色

粒少量。

包含層 上師器 杯 4.3 5.9 回転ナデ 園4颯ナデ。 橙 橙
lmm以下の黒色・茶褐色粒ごく

少量。

44 包含層 土師器 高台付杯 8.3 回転ナデ 回転ナデ。 橙 橙
lmm程度の黒色・茶褐色粒ごく

少量。

包含層 石器 石鏃
lg。 無斑晶流

紋岩?

包含層 石 器 打製石斧 101g・ 砂岩

47 包含層 石器 打製石斧 124g・ 砂岩

48 包含層 石 器 打製石斧 (8.9) 127g。 砂岩

49 包含層 石器 打製石斧 (6.7)

71g・ フォル

ンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 (7.4)

33g・ フォル

ンフェルス

包含層 石 器 打製石 (9,9) 127g・ 砂岩

包含層 石器 打製石斧
112g・ フォノ|
ンフェルス

包含層 石器 打製石斧 122
289g。 フォリ:
ンフェルス

И 包含層 石 器 打製石斧 11 42g 頁岩

包含層 石 器 磨製石斧 40g・ 良若

包含層 石 器 磨製石斧 1) 282g・ 頁岩?

包含 層 石器 凹石 13.15 7.35 2.lkg・ 頁岩

包含層 石 器 打製石斧
640g・ フォノし

ンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 575
400g・ フォノ

ンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 189g・ 砂岩

包含層 石器 切 日石錘 2.65 246g。 砂岩

62 包含層 石 器 切目石錘 (3.5)

包含層 石 器 有孔石 1.7 82g・ 砂岩
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第22図 B区遺構分布図 (1/500)

BMの M径
層序

調査区の標高は150。70m～ 153.80mで、調査区西側が高く東側に向け傾斜している。層序は1層 0

表土、2層 。高原スコリア、3層 0黒色土、4層 0黒褐色± 1、 5層・黒褐色±2、 6層 0御池軽石層であ

る。調査以前は畑地として利用されていた。

Lほと卜物
B区においては縄文時代の土坑4基、溝状遺構1基、時期不明の溝状遺構1基、ビット多数が検出され

た。

縄文時代のL隆
1彎血坑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約1.9m、 短径約1.5m、 検

出面からの深さ約0.9mを測る。

1は浅鉢で内湾する日縁部である。2は深鉢口縁部と考えられる。
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第24図 B区 1号土坑出土土器拓影図 (1/3)
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第27図 B区 3号土坑出土土器拓影図 (1/3)

7

(1/3)

やヽ

第26図 B区 2号土坑出土石器実測図 (1/3)

8
命

第29図 B区出土石器実測図 (1/1)
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閣
ｗ

円盤拓影図

‥

肛B区土器第28図

2号土坑

調査区の北西側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長径約 1。3m、 短径約1.2m、 検出

面からの深さ約0.5mを測る。底面にビット1本を持つ。縄文土器、敲石のほか、土坑中央より石が出

土している。

3は深鉢胴部で開きながら立ち上がる。貝殻条痕による調整を施す。4は敲石である。石材は砂岩で

破熱により全体的に赤化している。

3号土坑

調査区の北西側において検出された。 2号土坑の東側に位置する。平面形態は円形を呈し、直径約

0.8m、 検出面からの深さ約0。4mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

5は精製土器の浅鉢口で、日縁部は短く外反する。6は深鉢口縁部である。

4号土坑

平面形態は楕円形を呈し、長径約1.Om、 短径約 0。 75m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。縄文土

器の小片が出土している。

◆
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1号Kl犬ぽ隆

調査区のほぼ中央に位置し、東西方向に長さ約23mにわたって検出された。南側は調査区外である。

溝幅は約3.Omか ら約0.3mを測る。内部にビットを持ち、縄文土器の小片が出土している。

ぐの他の進購

2号Ml犬遺購

調査区のほぼ中央に位置し、東西方向に長さ約24mにわたって検出された。東側は調査区外である。

溝は幅約2.Omか ら0。81nを測る。内部にピットを持つ。

第30図 B区 1号溝状遺構実測図 (1/150)

B

ー

B区 2号溝状遺構実測図第31図

-1,4-

(1/150)



表14 上原第3遺跡B区出土遺物観察表
単位 :cm

No. 出上位置 種男ll 器種 法量(上 :上器 下 :石器) 十 猛・ 又 様 色 調 胎 土 備 考

口径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 /1・器 lll 内器面 外 面 内面

1 1号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。 浅黄橙 明褐

lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の黒色・白色・茶褐色粒少

量。

2 1号土坑 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 貝殻条痕。ナデ。
にぶい
橙
にぶし

黄橙

lmm程度の石英粒ごく少量。

lmm以下の黒色・白色・茶褐色
粒ごく少量。

2号土坑 縄文土器 深鉢 貝殻条痕。ナデ。 ナデ。 明褐 褐灰 lmm以下の黒色・白色粒子少量。

4 2号土坑 石器 敲石 645 H9・ 砂岩

3号土坑 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ナデ。
にぶい
黄橙

|こぶし

黄橙
lmm以 下の白色粒粒子ごく少量。

3号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ ナデ。 褐灰 褐灰
lmm程度の石英粒少量。lmm程

度の茶褐色粒ごく少量。

7 包含層
土器加工

円盤
沈線文 ナデ 明褐

にぶし
橙
lmm以下の白色・茶褐色粒子ご

く少量。雲母微量。
重量28g

ピット 石 器 石 鏃 1.65 092・ 黒曜石

包含層 石 器 石 鏃 (1.55) 0.7g・ 黒曜石
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第32図 C区遺構分布図 (1/500)
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Ａ一̈

C区の調査
層序

調査区の標高は154。25m～ 154.75mで、調査区西側が高く東側に向けゆるやかに傾斜している。層

序は1層・表土、2層・高原スコリア、3層・黒色土、4層・黒褐色± 1、 5層・黒褐色±2、 6層・御池

軽石層である。調査以前は畑地として利用されていた。

＼  遺構と遺物
・二  C区においては縄文時代の土坑1基、弥生時代の竪穴住居跡1基、時
期不明のビット多数が検出された。

~縄
文時代の遺構

1号土坑

調査区の北側において検出された。平面形態は不整円形を呈し、長

径約0。7m、 短径約0.6m、 検出面からの深さ約0.25mを測る。ビット

2本を持つ。埋土中より縄文土器が出土している。

1か ら3と もに深鉢で日縁部に一条の突帯を施す。

耶
μ

A

第33図 C区 1号
土坑実測図 (1/40)

第34図 C区 1

表15 上原第 3遺跡C区出土遺物観察表

(1/3)

H&: cm

攣

No. 出上位置 種男ll 器種 伝量 (上 :土器 下 :石器) 手法 。文様 色調 胎 土 備考

口径 底 径 器 高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 1号土坑 縄文土器 深鉢 突帯。ナデ。 ナデ。 褐灰 褐灰
lmull程 度の黒色・茶褐色粒ごく

少量。雲母微量。

2 1号土坑 縄文土器 深鉢 突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙 灰黄褐
lllllll程度の黒色 。白色・茶褐色
粒少量。

3 1号土坑 穐文土器 深鉢 突帯。ナデ。 ナデ。 浅黄橙
にぶい

黄橙

1～ 2nlnlの 黒色・茶褐色粒少
量。

4 包含層 縄文土器 深鉢 沈線文。ナデ。 ナデ。 浅黄橙
にぶい

黄橙

lmln以下の黒色・自色粒ごく少
量。1～ 2nllllの 軽石粒少量。

5 縄文土器 深鉢
沈線による区画内に

貝殻腹縁刺突文。ナ
デ。

ナデ。 浅黄橙 浅黄椙
llllnl程度の黒色・白色粒少量。
lnln程度の軽石粒微量。

6 包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。サ
デ。スス付着。

ナデ。 橙 明赤相
lnllll以下の黒色・茶褐色粒ごく

少量。

7 包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。サ
万 。

ナデ。 明赤褐 明赤裾 llllnl程度の黒色・白色粒少量。
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弥生時代の遺構

1号竪穴住居跡

調査区の南東隅において検出された。東側は調査区外である。平面形態は隅丸方形と考えられ、

辺約2.3m、 検出面からの深さ約0.5mを測る。床面はほぼ平坦である。

Ａ一̈
Ｃ
兵
）
）
い
い
一

ｍ

1 耕作土
2 高原スコリア
3 黒褐色上 高原スコリアを含む「be 10YR 3/1
4 黒掲色土 御池軽石粉が大きい 版 7.5YR 2/2
黒褐色± 5層より御池軽石粒が小さい he7.5YR 2/1
黒褐色土 御池軽石を多量に含む「be 10YR 3/2
暗褐色土 御池軽石を多量に含む「be 10YR 3/1
御池軽石

り

“

５

６

７

８

第35図 C区 1号堅穴住居跡実測図 (1/40)

翻 熱:
鱗 難避
斜 認

第36図 C区包含層出土土器拓影図 (1/3)
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第37図 D区遺構分布図 (1/600)
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鞣MのM軋
隧序

調査区の標高は154.75m～155.00mで、若千北東側に向け傾斜している。層序は1層
0表上、2層 0

高原スコリア、3層 0黒色土、4層 0黒褐色± 1、 5層 。黒褐色± 2、 6層
0御池軽石層である。調査以

前は畑地として利用されていた。

Lはと又物
縄文時代の上坑3基、時期不明の土坑1基が検出された。

A A′

A

A′

Ｉ

Ａ

一

/

A

A .         .=壼
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第38図 D区土坑実測図 (1/40)
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縄文時代の遺構

1号土坑

調査区の東側隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、直径約1.lm、 検出面からの深さ

約0。6mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

1は深鉢口縁部で一条の突帯を施す。

2号土坑

調査区の東側隅において検出された。平面形態は隅丸長方形を呈し、長軸約1.8m、 短軸約1.2m、

検出面からの深さ約0。7mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

2は精製土器の浅鉢である。平底の底部より大きく開きながら立ち上がる。日縁部内面を肥厚させ

玉縁状となし、一条の沈線を施す。日唇部は平坦に仕上げる。焼成後の穿孔を有する。

3号土坑

調査区の東側隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、直径約 1.3m、 検出面からの深さ

約0。6mを測る。西側にビット1本を持つ。縄文土器、管玉のほか、土坑上部中央より直径約20cmの

石が出土している。

3は深鉢口縁部で、一条の突帯をめぐらせ、日唇部にリボン状突起をもつ。4は管玉で石材はヒスイ

である。

その他の遺構

4号土坑

平面形態は隅丸方形を呈し、長軸約0,7m、 短軸約0.6m、 検出面からの深さ約0.6mを測る。焼けた

状態の粘土が底面より出土している。土師器の小片が出土している。

:驚

重
討

ゝ、
ぶ

第39図 D区 1～ 3号土坑出土土器拓影図 (1/3)
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第40図 D区 3号土坑出土管玉実測図 (1/2)

表16 上原第3遺跡D区出土遺物観察表
No. 出上位置 種 別 器種 法量(上 :土器 下 :石器〉 手法・文様 色調 胎 土 備考

口 径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

1 1号土坑 縄文土器 深鉢
突帯。ナデ。スス利

着。
ナデ。 褐灰 褐灰

lmm程度の黒色 。白色・茶褐色

粒少量。

2 2号土坑 縄文土器 浅鉢 22.8 ミガキ。 ミガキ。 灰 白 灰 白 lmm以下の自色粒子少量。

3号土坑 縄文土器 深鉢
突帯。リボン状突起̀
ナデ。スス付着。

ナデ。 灰黄褐 明黄褐
lmm以下の黒色・自色・茶褐色

粒少量。

3号土坑 管 玉
2g・ ヒスイ

模とめ

上原第3遺跡においては縄文時代の竪穴住居跡4軒、土坑9基、溝状遺構1本、弥生時代の竪穴住居

跡1軒、古代の掘立柱建物跡 1軒、時期の特定ができなかった遺構としては土坑2基、溝状遺構1本の

ほか多数ピットが検出された。遺物は縄文時代後期、晩期、古墳時代、古代の遺物が出土して
いる。

縄文時代の竪穴住居跡は計4軒の出土を見た。A区 2号竪穴住居跡は平面形態が方形を呈し、住居に

伴う遺物としては垂飾1点のほか、平行沈線文を基調とし、二本の沈線文間に貝殻腹縁による連続束1

突文を施す後期前葉に位置する指宿式系と考えられる土器が出上している。同時期の遺物を伴う住居

は山城第1遺跡第3次調査E区において集中的に出土している。A区 3号竪穴住居は平面形態が円形を呈

し、3号竪穴住居跡においては日縁部をノミ刃状にやや肥厚させる後期中葉に位置付けられる納曽式

土器に相当する土器に加え、23,24の ような磨消縄文土器が伴う。A区 1号竪穴住居は平面形態が方形

を呈し、精製 0粗製土器の浅鉢、孔列文土器など晩期に位置付けられる土器群を伴う。上坑について

は計9基の出上を見たがいずれも用途等は不明である。 B区 1、 2、 D区 2号土坑については精製、粗

製浅鉢、 C区 1号土坑では日縁部よりやや下方に、D区 1、 3号土坑では回縁部に突帯が巡る突帯文土

器が出上し、いずれも晩期に位置付けられる。またD区 3号土坑では土坑上部に配された人頭大の石の

下から管玉1点が出土しており概報において土坑墓の可能性が指摘されている。

弥生時代の遺構としてはC区において竪穴住居跡1軒が検出された。平面形態は方形を呈すると考え

られる。

古代の遺構としてはA区において掘立柱建物跡 1軒が検出された。

時期の特定のできなかった遺構として土坑2基があるが用途等は不明である。また全ての調査区に

おいて多数のビットが検出されているが建物等の構成はならなかった。

包含層出土の縄文土器はいずれの調査区からも指宿式、市来式、丸尾式、納曽式上器など
の後期土

器を中心に精製 。粗製土器の浅鉢などの晩期土器も出上している。またB区より土器片カロエ円盤1点が

llf4土 している。石器についてはA区において多数の石鏃、石斧を出土したほか、石錘、孔をもつ自然

石である有孔石も出土している。A区においては古墳時代、古代の土器も少量ながら出上している。
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第 1図  山城第 1遺跡第 1次調査調査区位置図 (1/5,000)

覺掘翻量に菫る経緯

本調査は平成4年度より平成15年度にかけて高城町大字有水において実施された、宮崎県北諸県農

林振興局による細井地区県営農業基盤整備事業 0平成8年度事業実施予定地における理蔵文化財発掘

調査である。細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城町耕地課(現農村整備課 )、 宮崎県

教育庁文化課、高城町教育委員会社会教育課による協議の結果、平成7年 9月 18日 より平成8年 2月 10

日にかけて雁寺第2遺跡とあわせて発掘調査が実施された。調査対象面積は総計約5,568ぶ である。平

成7年度調査におけるA、 B区に該当する。

立地と炊鏡

本調査区は上原遺跡群の所在する台地と谷を挟み北側、山城第1遺跡の所在する台地の南側に位置し、

北からA区、B区に設定されている。
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層艤

本遺跡の基本土層は、B区 トレンチにて確認した土層堆積において代表させる。層序は下記のとお

りである。

1耕作土

_ 2黒 褐色土 御池軽石を少量含む。Hue7.5YR3/2

御池軽石を多く含む。Hue10YR3/3

御池軽石を多く含む。Huc10YR3/2

御池軽石を含む。御池軽石含有量は

上層に向かい増加する。

Hue7.5YR2/1

軽石を含む。軽石含有量は上層に向

かい増加する。Huc5YR3/2

軽石を多く含む。Hue10YR2/2

3暗褐色土
4黒褐色土
5御池軽石
6黒色土

7

8

9

10暗赤褐色土

11黒褐色土

アカホヤ火山灰

カシワバン

黒褐色土   軽石を含む。軽石含有量は下層に向

かい増加する。Hue5YR2/1

第 2図 B区土層図 (1/40)

A口のMI
層序

調査区の標高は155.00m～ 157.00mで、北西側が高く南東側に向け傾斜している。層序は1層 0耕

作度、2層・黒褐色土、3層・暗褐色上、4層 0黒褐色土、5層・御池軽石である。調査以前は畑地と

して利用されていた。

進構と進物

A区においては縄文時代の竪穴住居跡 3軒、土坑20基、時期不明の土坑 3基、ビット多数が検出さ

れた。

縄文時代のL騰とぽ物
1号な穴催層跡

調査区の南西隅において検出された。平面形態は精円形を呈し、長軸約4m、 短軸約3.4m、 検出面

からの深さ約0.3mを測る。床面はほぼ平坦で、中央に楕円形を呈し、長径約100cm、 短径約65cm、

床面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。土坑には深さ約80cmを測るピットが伴う。ビットは計8

本が確認されている。縄文土器の小片が出上している。

2号赳穴催鸞跡

調査区のほぼ中央東側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約4.2m、 検出面からの深
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第 3図 A区地形図 (1/500)
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第 4図  A区遺構分布図 (1/500)
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ハ́

第5図 A区 1号堅穴住居跡実測図 (1/40)

さ約0.3mを測る。中央に2本のビットを伴い、平面形態は円形を呈し、長径約100cm、 短径約65cm、

床面からの深さ約10cmを測る土坑を持つ。土坑の周囲にはシラスの堆積が検出された。ビットは計

5本が確認されている。縄文土器の小片と石鏃1点が出土している。

1は二等辺三角形を呈し快りの浅い石鏃で、石材はチャー トである。

3号な穴催層跡

調査区の北東隅において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約3.8m、 検 lL■l面からの深さ約

0.3mを測る。北側に円形を呈し、直径約lm、 床面からの深さ約0。25mを測る土坑を持つ。縄文土器

のほか、打製石斧、石錘が各 1点づつ出土している。いずれも埋土からの出土である。

C′
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第 6図 A区 2号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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5 211/31
第 7図 A区 203号竪穴住居跡出土石器実測図
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第 8図 A区 3号竪穴住居跡実測図 (1/40)

第 9図 A区 3号堅穴住居跡出土土器拓影図 (1/3)
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4、 5は黒色磨研土器の深鉢で胴部と頸部の境に明確な段を持ち、日縁部は外反する。日縁部に二条

の沈線を施す。6は深鉢で回縁部に一条の突帯をめぐらせる。2は小型で棒状を呈する打製石斧で、石

材は頁岩である。3は楕円形を呈し長軸両端に切目を施す切目石錘である。石材は砂岩である。

1号土坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は精円形を呈し、長径約 1.lm、 短径約0.6m、 検出

面からの深さ約0.3mを測る。ピット4本をもつ。縄文土器の小片が出土している。

2号虚坑

調査区の北東側において検出された。平面形態は不整円形を塁し、長径約1.3m、 短径約 1.lm、 検

出面からの深さ約0。6mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

7は浅鉢口縁部である。多量のススが付着する。

3号上坑

調査区の西隅において検出された。平面形態は不整円形を呈し、直径約 1.3m、 短径約0.6m、 検出

面からの深さ約0。9mを測る。縄文土器の小片が出土している。

4号土坑

調査区の西隅において検出された。平面形態は不正形を呈し、長軸約2.Om、 短軸約1.2m、 検出面

からの深さ約0.5mを測る。縄文土器の小片が出上している。

5母圭坑

調査区の西隅において検出された。平面形態は長精円形を塁し、長径約2.2m、 短径約 1.Om、 検出

面からの深さ約0.5mを測る。縄文土器の小片が出土している。

6号土坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は円形を呈し北側に一段高い張り出しをもつ。長

径約0.7m、 短径約0.4m、 検出面からの深さ約0.4mを測る。南側より縄文土器が出土した。埋甕と考

えられる。

10は黒色磨研土器の深鉢で完形である。頸部から胴部にかけての屈曲は弱く、日縁部はやや外反し、

日唇部を平坦に仕上げる。

7号圭坑

調査区の西隅において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し、長径約1.3m、 短径約 1.Om、 検

出面からの深さ約0.5mを測る。東西壁にビット2本をもつ。縄文土器の小片が出土している。

8彎血坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約0。 7m、 短径約0.5m、 検

出面からの深さ約0.5mを測る。縄文土器の小片が出土している。

9号董坑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は円形を呈し、南側に一段高い張り出しを持つ。長

径約1.3m、 短径約 1.Om、 検出面からの深さ約1.5mを測る。縄文土器の小片が出土している。
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第10図 A区出土圭坑実測図 1(1/40)
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第 11図 A区出土土坑実測図 2(1/40)
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第 12図 A区出土土坑実測図 3(1/40)

10号土筑

調査区の西側において検 LTlさ れた。平面形態は円形を呈し、直径約 1.Om、 検出面からの深さ約

0.4mを測る。縄文土器の小片が出土している。

11号董坑

調査区のほぼ中央西側において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約1.Om、 検出面からの深

さ約 0。4mを測る。縄文土器の小片の他、石鏃 3点が出土している。

17か ら19共に二等辺三角形を塁し扶りの浅い石鏃で、石材はチャー トである。

12号血筑

調査区のほぼ中央西側において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し、長径約1.Om、 短径約0,8m、

検出面からの深さ約0.4mを測る。縄文土器の小片が出土している。
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第13図 A区 2・ 6013・ 16号土坑出土土器拓影図(1/3)
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第14図 A区 17・ 20号土坑出土土器拓影図 (1/3)
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第15図 A区 11017号土坑出上石器実測図 (1/1)

13号圭坑

調査区の西隅において検出された。平面形態は円形を塁し、直径約 1,Om、 検出面からの深さ約

0.5mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

8は深鉢口縁部で外反し、端部に一条の突帯を施す。

14号血坑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は楕円形を呈し、長径約1.2m、 短径約0。 9m、 検

出面からの深さ約0.5mを測る。ビット3本をもつ。縄文土器の小片が出土している。

15母虚筑

調査区のほぼ中央において検出された。平面形態は円形を呈し、長径約1.Om、 短径約 0。 8m、 検出

面からの深さ約0.5mを測る。磨石1点が出土している。

16号血筑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約0.8m、 検出面からの深さ約

0.4mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

9は精製土器の浅鉢で胴部に張りをもち口縁部は短く外反する。日縁部は玉縁状を呈し内外面に沈

線文を施し、日唇部にリボン状突起をもつ。

17号菫筑

調査区の北東側において検出された。平面形態は不整楕円形を呈し、長径約 1.lm、 短径約 0。 9m、

検出面からの深さ約0.5mを沢1る。埋土中より縄文土器が出土している。

11は深鉢で胴部に屈曲をもち、やや外反しながら立ち上がり口縁部に一条の突帯を施す。12は深

鉢底部で平底である。 13は大きく外反する国縁部である。11と 同様、胴部に屈曲をもつ器形と考え

られる。 14は深鉢口縁部と考えられる。20は二等辺三角形を呈し挟りの浅い石鏃で、石材はチャー

トである。
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18号土坑

調査区の北東側において検出された。平面形態は長方形を呈し、長軸約2.Om、 短軸約1.Om、 検出

面からの深さ約0.4mを測る。縄文土器の小片が出土している。

19号土坑

調査区の南東隅において検出された。東側は調査区外である。平面形態は円形と考えられ、直径約

lm、 検出面からの深さ約0.4mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

21、 22は甕で「く」の字状の屈曲をもち口縁部は大きく開く。23、 24は壺底部で広めの平底である。

20号土坑

調査区の北東隅において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約1.2m、 検出面からの深さ約

0.4mを測る。埋土中より縄文土器が出土している。

15は浅鉢で屈曲部より下部には組織痕が残る。16は深鉢口縁部で一条の突帯を施し、日唇部にリ

ボン状突起をもつ。

第16図 A区 19号土坑出土土器実測図 (1/3)
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始の他のL隆
01号血筑

調査区の南東隅において検出された。平面形態は円形を呈し、直径約0。 9m、 検出面からの深さ約

0.41rlを沢Jる。

22号虫筑

調査区の北西隅において検出された。平面形態は不正形を呈し、長軸約1.5m、 短軸約1.Om、 検出

面からの深さ約0。4mを沢1る。

23彎圭坑

調査区の北端において検出された。北棋1は調査区外である。現存の最大長約1.Om検出面からの深さ

約0。4mを測る。

表17 山城第1遺跡第1次調査A区出土遺物観察表 1
単位 :clll

No. 出土位置 種別 器種 法量 (上 :土器 下 :石器) 十伝 ・ 又 稼 色 調 胎士 備 考

ll径

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外 面 内面

l 2号住居 石器 石鏃

０
．
ト

チャー

3号住居 石 器 打製石斧 71g・ 頁着

3号住居 石器 切 目石錘 砂 岩

3号住居 縄文土器 深鉢 (21.4)
沈線文。ミガキ。ヌ

ス付着。
ミガキ。 暗褐 黒褐 lmn以下の自色粒ごく少量。

3号住居 縄文土器 深鉢
沈線文。ミガキ。メ

ス付着。
ミガキ。 黒褐 黒褐 lnlm以下の自色粒微量。

6 3号住居 縄文土器 深鉢 蕪帯。ナデ。 ナデ。
にぶい
黄橙

黒褐 1～ 2nllllの茶褐色粒少量。

7 2号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ナ 暗褐 暗褐 lnlnl以下の白色粒 ごく少量。

8 13号土坑 縄文土器 深鉢 たデ。突帯。 ナデ。
にぶし

黄橙
黒褐

lnlln程度の自色・茶褐色粒少

量。

9 16号土坑 縄文土器 浅鉢
ミガキ。リボン状突
紀.

ミガキ。ナデ。
にぶし

黄橙
明黄捜

lmln程度の自色・茶褐色粒少

量。

6号土坑 縄文土器 深鉢 ミガキ。スス付着。 ミガキ。 明赤褐 明赤褐

lmm以下の石英粒ごく少量。

lmm以下の自色粒ごく少量。

雲埋甕母ごく微量。

17号土坑 縄文土器 深鉢 (29.5) たデ。突帯。 ナデ。 黄橙 明黄褐 1脚程度の自色粒少量。

17号土坑 縄文土器 深鉢 10.2 たデ。
ナデ。ハケロ。スス
付着。

にぶい

橙
浅黄橙
1～2mmの 自色・茶褐色粒少

量。

17号土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。
にぶい
黄橙
にぶい
黄橙
1～2mmの 自色・茶褐色粒少

量。

17号 土坑 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 明黄褐 橙
lmm以下の黒色 。白色・茶褐色

位少量。

20号土坑 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。 ナデ。
にぶい
黄橙

褐灰
lmm程度の黒色・自色・茶褐色

粒ごく少量。

20号土坑 縄文土器 深鉢
ナデ。突帯。リボン
状突起。スス付着。

ナデ。
にぶし

褐

にぶい
黄橙

lnlm程度の黒色・自色・茶褐色

粒ごく少量。

11号土坑 石 器 石 鏃 (1.25)

11号土坑 石器 石鏃 ).8g・ チャー

11号土坑 石 器 石 鏃
2g・ チャート

17号土坑 石器 石 鏃 04 lg。 チャート

19号土坑 縄文土器 甕 (35.4) たデ。スス付着。 ナデ。 褐灰
にぶい
黄橙

lmlll以下の石英粒少量。 lnlnl以

下の黒色・茶褐色粒微量。

19号土坑 縄文土器 甕 たデ。 ナデ。
にぶい
橙
浅黄橙

lmm程度の石英粒ごく少量。

lmm程度の白色・茶褐色粒ごく

少量。雲母微量。

19号土坑 縄文土器 壺 ０ア ナデ。スス付着。 黄 橙 灰黄褐

lmlll以下の石英粒微量。lmm以

下の黒色・白色・茶褐色粒ごく

少量。

19号土坑 縄文土器 壷 ア́ ナデ。
にぶし
褐

|こぶい

黄橙

lnlln程度の黒色・白色・茶褐在

粒ごく少量。
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第17図 A区包含層出土土器拓影図 (1/3)

第18図 A区包含層出土土器実測図 (1/3)

一 Q∂ ―

第19図 A区包含層出土垂飾実測図 (1/1)
第20図 A区包含層出土

石器実測図 1(1/2)

〇

-149-



Φ　　　ノ、　　　　　　　⇔

◇
39

ヽ３７　　　　　′、ね脚椰いいｍｍ̈歩40

48                                         49

第21図  A区包含層出土石器実測図 2(37～ 42は 1/2 43～ 50は 1/3)
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表18 山城第1遺跡第1次調査A区出土遺物観察表 2
単位 :cm

No. 出土位置 種別 器種 法量 (上 :土器 下 :石器) 手法・文様 色 調 胎土 備考

口 径 底径 器高

最大長 最大幅 最大厚 外器面 内器面 外面 内面

包含層 縄文土器 深鉢
貝殻腹縁刺突文。興

殻条痕。沈線文。
ナデ。

lmm以下の黒色・白色粒微量。

雲母ごく少量。

包含層 縄文土器 深鉢
沈線文。磨消縄文。
ミガキ。

ミガキ。 lmm以下の白色粒少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。ナデ lmm以下の自色粒微量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ミガキ。ナデ。 ナデ。
lnllll以下の自色粒ごく少量。肇
母微量。

包含層 縄文土器 浅鉢 (272) ナデ・ススf・J‐着。 ナ lmm程度の白色粒少量。

包含層 縄文土器 浅鉢 ナデ。スス付着。
ミガキ。ナデ。スヌ
付着。

lmm程度の石英粒ごく少量。 1
～2mmの 黒色・白色・茶褐色糧
少量。

包含層 縄文土器 浅鉢
突帯。ミガキ。スス

付着。
ナデ。

1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐壼
隣ごく少量

包含層 土師器 甕 ナデ。 ナデ。
1～ 2mmの 黒色・白色・茶褐壼
随少量

包含層 土師器 不 回転ナデ。 回転 ナ l mm以下の茶褐色粒子微量。

包含層 石 器 垂飾

包含層 石 器 TL飾 11
/・J含層 石器 打製石斧 4.35 223g・ 砂岩
包含層 石 器 石鏃

包含層 石器 石鏃 (2.35) ).9g・ チャー
包含層 石器 石 鏃 (125) 0.25 ).6g・ チャー
包含層 石 器 石鏃 (1.95) )Ro・ チ ャー

包含層 石器 石鏃 (175) 0.35 .lg・ チャー
包含層 石 器 石鏃 (2.55) 2.25 lg・ チャー
包含層 石 器 打製石斧 (109) 69g・ 砂岩

包含層 石器 打製石斧 5.55 81g・ フォル
フェルス

包含層 石 器 打製石斧 126g・ 砂岩

包含層 石器
局部磨製

石斧

327g・ フォル

ンフェルス

包含層 石器
局部磨製

石斧

251g・ フォル
ンフェルス

包含層 石 器 打製石斧 104g・ クッ岩

包含層 石器 打製石斧
100g・ フォル

ンフェルス

包含層 石器 打製石斧
63g・ フォ‐ル )

フェルス
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第22図  B区遺構分布図 (1/500)
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BMの M径
層序

調査区の標高は155。25m～ 156.00mで、
土、2層 0黒褐色土、3層 。暗褐色上、4層

して利用されていた。

北西側が高く南東に向け傾斜している。層序は1層・耕作

・黒褐色土、5層 0御池軽石層である。調査以前は畑地と

心構と進物

B区の調査においては時期の特定はできなかったものの竪穴住居跡1軒の他、多数のビットが出土し

ている。

番の他の遺鸞

1号圏穴住属跡

調査区の北東端において検出された。東側は調査区外である。平面形態は円形と考えられ、直径約

3.Om、 検出面からの深さ約0.3mを測る。床面はほぼ平坦で、中央と西側壁に上坑を持つ。中央の 1

号土坑は円形を呈し、長径約55cm、 短径約45cm、 床面からの深さ約45cmを測る。西側の2号土坑
は円形を呈し、長径約60cm、 短径約50cm、 床面からの深さ約20cmを測る。ピットは計6本が確認
されている。

第23図  B区 1号竪穴住居跡実測図 (1/40)
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まとめ

山城第1遺跡第1次調査においては縄文時代の竪穴住居3軒、土坑19基、弥生時代の土坑1基、時期不

明の竪穴住居跡1軒、土坑3基、多数のビットが検出された。遺物は縄文時代後期、晩期の土器を中心

に、打製右斧、石鏃多数のほか、垂飾2点も出土している。

縄文時代の竪穴住居跡は計3軒の出土をみた。いずれも平面形態は円形を呈し、住居に伴うと考え

られるピットはA区 3号竪穴住居跡を除き多数検出されたが主柱穴の確定には至らなかった。いずれ

の住居も出土遺物は少なく、A区 3号竪穴住居跡において出土した黒色磨研土土器は口縁部の凹線が

階段状であり、頸部から胴部への屈曲がやや鋭い稜を形成している点より後期末から晩期初頭に位置

付けられている御領式に相当すると考えられる。 1、 2号竪穴住居跡では図化はならなかったが晩期土

器の小片が出土している。上坑については計20基の出上を見たがいずれも用途等は不明である。土坑

に伴う遺物としてはA区 6号土坑出土では黒色磨研土器の大型の深鉢がlLH上 している。また20号土坑

出土の組織痕を有する浅鉢、2、 16号土坑出上の精製
0粗製土器の浅鉢、17号土坑出土の突帯文土器

などはいずれも晩期土器と考えられる。

時期の特定のできなかった遺構として竪穴住居跡1軒、土坑3基、多数のビットが検出されている。

B区 1号竪穴住居跡については平面形態が円形を塁し、概報においては晩期の可能性が指摘されている。

土坑についてはいずれも用途等は不明である。またA、 B区共に多量のビットが検出されているが建

物等の構成はならなかった。

包含層出上の土器については縄文上器が市来式土器、黒色磨研土器、粗製
。精製土器の浅鉢、突帯

文土器など後期中葉から晩期にかけての出土を見た。石器も多量の石鏃、石斧のほか、A区より垂飾

2点も出土している。またA区においては少量ながら古代の土師器も出土している。
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